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概 要 

平成 9 年 4 月国立予防衛生研究所は「国立感染症研

究所」と名称変更になり、それまでの感染症疫学部は

発展解消し「感染症情報センター（初代センター長・

井上栄博士）」が発足した。主な機能は、１）感染症サ

ーベイランスデータの集計、感染症情報の収集、解析、

その情報の国民への提供、２）外国の感染症機関との

情報交換、３）感染症集団発生の疫学調査、およびそ

れを実行する専門家の養成、４）感染症予防制圧戦略

の研究および提言、５）不明病原体に関する検索並び

に研究、技術伝達、等である。 

平成 11 年 4 月に施行された感染症法では、サーベイ

ランスシステムの強化が示されている。同法に基づい

た基本指針の中には患者発生状況サーベイランスと同

様に病原体に関する情報の収集、分析及び提供と公開

も必要であるとされている。感染症情報センター

(IDSC)は、国のサーベイランス事業の中で中央感染症

情報センターとして位置づけられ、地方感染症情報セ

ンターならびに都道府県等の協力を得て、感染症法に

規定された 1－5 類感染症（平成 15 年 11 月 1－5 類に

類型が変更された。それまでは 1－4 類感染症）を中心

にしたサーベイランスを行っている。その後幾度か感

染症法改正が行なわれているが、その都度サーベイラ

ンスの重要性が強調されている。病原体情報について

は WISH Net, IDSC ホ ー ム ペ ー ジ (http ：

//idsc.nih.go.jp/index-j.html) 、病原微生物検出情報

（IASR）を中心として、疾患の発生動向については感

染症週報(IDWR： Infectious Disease Weekly Report)など

を中心として、収集された情報の迅速な還元と公開を

行っているところである。現在これらのサーベイラン

スシ ステムは、 NESID (Natonal Epidemiological 

Surveillance of Infectious Diseases)と総称されている。 

血清疫学調査は、感染症流行予測調査事業の中で行

っている。このデータ等を基礎とし、感染症対策の重

要な一角としての予防接種のあり方についてのエビデ

ンスを求めること、あるいは新たに判明した感染症に

ついて過去に遡った血清抗体保有状況の検索なども

IDSC の重要な業務である。 

感染症発生への適切な対応の一環として実地疫学の

重要性が理解されつつあるが、これにかかわる人材の

育成は感染症危機管理対策上、極めて重要である。感

染研では業務の一つとしてこの人材教育（実施疫学調

査専門家養成コース(FETP)）が行われているが、研修

実施の主体は IDSC が行っている。FETP も平成 20 年

度には 10 期生を向かえた。 

IDSC には、ラボ機能もある。予防接種関連疾患の

ウイルス診断、血清抗体保有状況、他の部の所管に属

さない病原体に関すると思われる原因不明疾患の微生

物学的検査、レファレンス、病原診断のための方法の

開発を行っている。ことに、不明疾患のスクリーニン

グに関しては、感染研各専門部と競合しないような形

での機能充実を図っており、また外部からの検査依頼

に関して感染研の窓口機能なども要に応じて引き受け

ている。自治体などにおける病原体検査の標準化、検

査法の伝達などの病原体診断にかかわる技術伝達講習

も行っている。 

IDSC は、上記のような機能を 6 室で分担ないしお

互いに協力し合いながらし、主に以下のような業務研

究を行っている。 

 

第一室 （感染症対策計画室：谷口清州室長） 

国内や国外における公衆衛生インパクトの強い感染

症流行の早期探知、感染症対策のための計画立案とそ

のための研究、院内感染対策に関する研究などを行っ

ている。 また積極的疫学調査に関わる感染症実地疫学

専門家の養成を行っている（Field Epidemiology Training 

Program）。国際的な感染症対策の枠組みを中心とした

国際的な対応も一室のテーマである。国際保健規則

（IHR）のNational Focal Point は厚労省厚生科学課の

他に、感染症情報センター長および感染症情報センタ
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ー第一室室長がその役割をになっている。1997 年以来

パンデミック対策は、感染症情報センター全員の協力

の下、一室を中心にして感染症情報センター全体で取

り組んでいる。 

 

第二室 （感染症情報室：多田有希室長） 

地方感染症情報センターならびに都道府県等の協力

を得て国内感染症サーベイランスデータの収集・分析、 

及びその結果の還元と提供を行っている。感染症情報

の還元、提供は、感染症週報(IDWR)、病原微生物検出

情報（IASR）、感染症発生動向調査事業年報、感染症

情報センターホームページなどによって、主に同室の

業務として行われている。  

より良いサーベイランスのための情報解析方法の研

究、システム改善、蓄積された情報の効率よいまた分

かりやすい還元方法の研究、メデイアとのコミュニケ

ーションなども、二室の主なテーマである。 

 

第三室 （予防接種室：多屋馨子室長）  

感染症流行予測調査事業の一環として行われている

血清疫学調査(感受性調査)ならびに感染源調査の立案

と実施、現行予防接種の効果と副反応に関するモニタ

リング、 これらの結果の公表と広く一般への情報提供、 

予防接種対象疾患の感染症として人に与える影響 

（disease burden） に関する調査研究、及び今後の我が

国における予防接種の有用性に関する総合的研究を行

っている。また感染症研究所業務として行われている

国内血清銀行の管理運営を行っている。この一環とし

て、新たに判明した感染症について過去に遡った血清

抗体保有状況の検索なども行なっている。 

また麻疹対策 (Measles Elimination)は世界において

またわが国においても重要な課題であるが、国内にお

ける麻疹ゼロ作戦は、三室を中心に行っている。 

 

第四室 （病原診断室：藤本嗣人室長） 

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる

原因不明疾患の微生物学的検査、レファレンス、病原

診断のための方法の開発を行っている。全国衛生微生

物協議会の病原微生物レファレンスセンターのうち、

アデノウイルス、ノロウイルスのレファレンスセンタ

ーを担当している。ことに、不明疾患のスクリーニン

グに関しては、感染研各専門部と競合しないような形

での機能充実を図っており、また外部からの検査依頼

に関して感染研の窓口機能なども果たしている。 

さらに感染症に関するラボ診断法の開発なども行な

っている。 

 

第五室 （細菌研修室：伊藤健一郎室長）  

細菌性疾患の検査に関する情報の収集・解析、 情報

提供を行っている。国内外の関連機関と連携し、 公衆

衛生における細菌検査の技術向上・標準化等を支援し

ている。 また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を対

象に細菌検査に関する講習の立案・遂行、 新規検査法

の開発研究なども行っている。 

 

第六室 （ウイルス研修室：木村博一室長）  

ウイルス性疾患の検査に関する情報の収集・解析、 

情報提供を行っている。国内外の関連機関と連携し、 

公衆衛生におけるウイルス検査の技術向上・標準化等

を支援している。 また、公衆衛生に携わる公的機関の

職員を対象にウイルス検査に関する講習の立案・遂行、 

新規検査法の開発研究なども行っている。 

 麻疹対策 (Measles Elimination)は世界においてまた

わが国においても重要な課題であることは 3 室におい

ても述べたが、ラボ診断に関しては，全国地衛研にお

ける麻疹実験室診断の標準化と強化など、ウイルス 3

部と協力して行なっている。  

 

業  績 
 

調査・研究 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業に関する研究 

1. サーベイランスシステムの改善に関する研究 

 厚生労働省新興再興感染症研究事業として「効果的

なサーベイランスの評価並びに改良に関する研究」（主

任研究者 谷口清州）を組織し、感染症サーベイラン

スの在り方について研究を行い、アドバンスト・サー

ベイランスの検討、新型インフルエンザ対策やシステ

ムの改善事業に対して技術的支援を行った。 

［谷口清州、夛田有希、安井良則、藤本嗣人、山下和

予、重松美加、森兼啓太、砂川富正、大日康史、島田

智恵、菅原民枝、井内田科子、岡部信彦］ 
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2. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報シス

テムおよび全国罹患数推計に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「効果的な感染症サーベイランスの評価並びに改

良に関する研究」（主任研究者 谷口清州）の一環とし

て、まず、定点報告疾患について、注意報・警報シス

テム及び全国罹患数推計の検討及び検討方法の評価を

継続して行い、全数報告疾患のうち 3 類、4 類及び 5

類の一部について、時間的・空間的分布の解析を継続

して行った。特に、咽頭結膜熱、A 群溶血性レンサ球

菌咽頭炎の警報発生頻度が近年継続的に、急激に上昇

したことに対して、昨年度に警報発生基準値変更が必

要なことを提案し、本年度にこの提案が妥当であるこ

とを確認した。また、システム上も基準値の変更を行

った。 

［多田有希、谷口清州、重松美加、安井良則、島田智

恵、橋本修二（藤田保健衛生大学）、川戸美由紀（藤田

保健衛生大学）、大田晶子（埼玉医科大学）、永井正規

（埼玉医科大学）］ 

 

3. 中央感染症情報センターの視点からの感染症サ

ーベイランスの評価と改善に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「効果的な感染症サーベイランスの評価並びに改

良に関する研究」（研究代表者 谷口清州）の一環とし

て、中央感染症情報センターの立場から、感染症発生

動向調査を評価・検討してきた。今年度は「電子シス

テム」「届出基準・届出様式の変更」「麻疹サーベイラ

ンス」について行った。特に「電子システム」につい

てはグラフィカルな解析ツールを作成し、麻疹速報デ

ータのHP 上の公表に実際に役立てている。また、「届

出基準・届出様式の変更」を腸管出血性大腸菌感染症

における HUS 発生数の把握の観点で検討し、変更が

有用であったことを確認できた。「麻疹サーベイラン

ス」は、従来の定点把握から 2008 年に全数把握と変更

されたことを群馬県における発生状況について評価し、

適切な変更であったことを確認した。今後も検討を継

続し、改善を図る。［多田有希、島田智恵、阿保満（東

京都健康安全センター）、鈴木智之（群馬県衛生環境研

究所）、松館宏樹（岩手県環境保健センター）、森山和

郎（大阪府健康福福祉部）］ 

 

4. 症候群サーベイランスの実証的研究 

 7 月に実施された北海道洞爺湖サミット対策として

その前後 2 週間、計 1 ヵ月の期間、救急車搬送、調剤

薬局、一般用医薬品について健康危機情報の収集を実

施した。また、特に調剤薬局のサーベイランスについ

て全国約 1,600 の薬局の協力を得て実証的研究を行っ

た。 学校欠席情報共有システムを 2 市町計 27 校にお

いて 9 月以降実施し、またその情報を保健所・県庁に

提供し、早期共有に貢献した。さらに、外来受診時の

症状や救急車搬送における症候群サーベイランスも併

せて、統合的な評価体制を試験的に構築した。 

[大日康史、山口亮（北海道庁）、杉浦弘明（出雲市医

師会）、菅原民枝、吉田眞紀子、島田智恵、堀成美、杉

下由行、安井良則、砂川富正、松井珠乃、谷口清洲、 夛

田有希、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

5. アメリカ合衆国の院内感染サーベイランスシス

テム事業への参画および研究的解析 

 2004 年度に、財団法人ヒューマンサイエンス振興財

団若手研究者育成活用事業による CDC の院内感染対

策部門へ派遣を受けて以来、本年度も引き続きアメリ

カ合衆国の院内感染サーベイランスシステムの改訂作

業に協力した。また、手術部位感染に関する同システ

ムに集積されたデータを用いて、日米の発生動向の相

違や発生のリスク因子に関する検討を行なった。 

［森兼啓太、Teresa Horan（CDC）、Mary Andrus（CDC）、

Jonathan Edwards（CDC）］ 

 

6. 百日咳発生ＤＢの構築・運用 

 平成 19 年の百日咳の集団発生を受けて、百日咳発生

DB を構築し、運用した。 

［大日康史、菅原民枝 、山本久美 、多屋馨子 、安井

良則 、岡部信彦］ 

 

7. 有志医師によるインフルエンザDB の運用 

 2000年から継続して実施しているMLインフルエン

ザ前線情報 DB の運用を今年度も継続して行い、394

名の有志のご協力、73,903 件のインフルエンザ症例に

関する報告を得られた。このDBは麻疹や百日咳のDB
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のモデルともなったもので、今後新型インフルエンザ

検出・推移の把握についても有用であることが期待さ

れる。 

［砂川富正、谷口清州、西藤なるを（西藤こどもクリ

ニック）、岡部信彦］ 

 

Ⅱ．パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関す

る研究 

1. 国際保健規則（IHR 2005）の改正に伴う国内体

制に関する研究 

 IHR の改正に伴い、今までに比べて広範囲な公衆衛

生学的な国際的脅威（PHEIC）への対応が求められる

ようになり、WHO の加盟国は国のフォーカル・ポイ

ントを中心とした報告機構の構築や、コア・キャパシ

ティの確立を 2012 年までに達成することが必要とな

った。厚生労働省新興再興感染症研究事業「改正国際

保健規則への対応体制構築に関する研究」（主任研究者 

谷口清州）を組織し、米、英、仏、独、豪の先進各国

における進捗状況について、報告システム、PHEIC の

判断、サーベイランスに着目して情報収集と現地での

担当者聞き取り調査を行い、日本が自国に最適は対応

を、効率的に実践することを可能にする提言を報告書

にまとめた。 

［谷口清州、森兼啓太、砂川富正、重松美加、松井珠

乃、山本久美、押谷仁（東北大学）］ 

 

2. 新型インフルエンザのパンデミック対策に関す

る研究 

(1) 数理モデルを用いて、新型インフルエンザの被

害を予測し、公衆衛生的対応を評価、検討した。首都

圏、福岡県、仙台市、中京圏、関西圏、宮崎市、沖縄

県、札幌市に加えて、弘前市、むつ市、秋田市、宍道

湖中海都市圏、高知市、徳島市、富山市、新潟市にお

いて、首都圏で一例目の新型インフルエンザ感染者が

でた後に、地方都市へ感染拡大したと想定したモデル

を用いて、被害拡大を予測した。また政策介入として、

休校、外出自粛の効果について検討した。それらの流

行拡大に関して GIS（地理情報処理システム）を用い

て表現し、自治体に提供した。 

(2) 数理モデルに用いるパラメーターのうち、人々の

行動に関する調査研究を行った。特に、パンデミック時

の外出自粛の割合、在宅勤務体制の現状、食料備蓄の現

状について検討した。 

［大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦］ 

 
3. バイオテロ対策の数理モデルの開発 

 昨年度に引き続きバイオテロに使用される可能性の

ある感染症、特に天然痘、ペスト、炭疽菌に関して、

数理モデルを用いて公衆衛生対応について評価した。

その結果を、GIS（地理情報処理システム）を用いて

地図上に表現し、より現実的に被害の探知、地域的な

拡散を検討した。天然痘の数理モデルは天然痘対応指

針の改訂の議論に提供し、その成果およびプログラム

はは厚生労働省をはじめ関係部局に提供した。本年度

は特に、サーベイランスあるいは積極疫学的調査から

の患者発生状況から暴露地点、日時、量を推測するア

ルゴリズムを検討した。 

［大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦］ 

 

4. バイオテロ対策指針の開発 

 「テロの可能性のある病原体等の早期検知・迅速診

断法の開発とその評価法の確立に関わる研究班」主任

研究者（佐多徹太郎）における臨床小班とともに、臨

床医のためのガイドラインおよびホームページの改良

を行った。 

［谷口清州、佐多徹太郎（感染病理部）］ 

 

5. バイオテロ防止におけるバイオリスク管理、教

育、訓練の方法論に関する研究 

(1) 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症

研究事業「バイオリスク管理の包括的強化及び必要

な教材等の開発と実践の評価に関する研究」（研究

代表者：杉山和良）の研究分担として、効果的バイ

オリスク管理の実践のための教育方法の検討と教材

作成を目標とした研究を行った。科学的なバイオリ

スク評価手法の確立、リスクコミュニケーションを

含めたバイオリスク低減に関する意識向上活動、日

常研究活動を支援する継続教育としてのバイオリス

ク対応の教育訓練法の検討と教材の作成提供につい

て、米国、英国、カナダ、デンマーク、スウェーデ

ン、国際学術団体と協力し、国際指針に基づく研修

の作成、ワークショップやシンポジウムの開催、翻

訳などによる情報の普及、施設毎に自己診断できる
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バイオセキュリティリスク評価ツールの配布版作成

のための検討、バイオリスク評価理論の確立へ向け

ての国際調査とリスク評価を行った。郵便事業の再

編に伴う問題点の検討を行った。 
(2) バイオリスク管理の国際基準作成「CEN WOR

KSHOP AGREEMENT 15793」の策定に続き、カナ

ダ公衆衛生局のイニシアチヴによる、バイオリスク

評価手法論の確立と、同評価ツールのための基礎調

査とモデル作成に着手した。 
[重松美加、安藤秀二（ウイルス第一部）、佐多徹太郎

（感染病理）、 Jennifier Gaudioso (Sandia National 

Laboratories), Susan Caskey （同）] 

 

6. 感染症法のリスクコミュニケーションに関する

研究 

 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究

事業「感染症への国民啓発に効果的なリスクコミュニ

ケーション方法と教育方法に関する研究」（研究代表

者：丸井英二）の分担研究として、海外旅行、気候変

動、パンデミックやバイオテロなどの感染症を取り巻

く状況の変化から、あらゆる人にとって知識を身につ

け、自己防衛することが重要となったことを受けて、

効果的な感染症のリスクコミュニケーションの方法と

しての、映像、ゲーム、リーフレットの作成に協力し、

効果的なリスクコミュニケーションのための研修方法

に必要な事例情報に関する情報収集と、研修用シナリ

オ作成の基礎的検討を行った。 

[重松美加、谷口清州] 

 

7. バイオテロ防止およびバイオテロ下における効

果的な医療体制のあり方および評価に関する研

究 

厚生労働科学研究費補助金 健康安全・危機管理対

策総合研究事業「健康危機管理における効果的な医療

体制のあり方に関する研究」（主任研究者：大友康裕）

の分担研究として、感染症医療体制と災害・救急医療

体制の連携方法に関する研究、特に、バイオテロ関連

疾患、新型インフルエンザについて情報を収集し、救

急や災害医療の役割について検討を行った。得られた

情報を、同研究班のDMAT 研修の場で現場の医師等に

還元し、協議を行った。また、7 月の洞爺湖サミット

の場において、同研究班メンバーを中心とする NBC

対応チームとの協議を行うことで実際に機能した。 

また、バイオテロ関連疾患、新型インフルエンザと

医療体制について、課題を整理した。 

[砂川富正、松井珠乃、谷口清州、岡部信彦、大友康裕

（東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野）] 

 

8. 健康危機情報の早期検知とリアルタイムの対策

活用を可能とするシステムデザインのための研

究 

厚生労働科学研究費補助金 特別研究事業「健康危

機情報の積極的収集と分析および健康危機管理行政へ

の情報提供のためのシステム開発と運用に関する研

究」（研究代表者：ナイジェル・コリアー）の分担研究

として、日本の現状を総括し、World Wide Web 上のニ

ュース、ブログ、プレスリリース、ルーモア等から健

康危機情報の早期検知を行っている世界の 6 つのシス

テムについての調査と比較解析を行った。その結果を

踏まえ、言語処理技術を用いてWWW 上からの情報を

データベースに保存可能な構造化情報に変換し、コン

ピュータによる分析者支援を実現することで、日本の

将来的な健康危機情報早期検知システムのデザインに

必要なアプローチ方法の提言を行った。 

[重松美加、谷口清州、Nigel Collier （国立情報学研

究所）、Son Doan（同）] 

 

Ⅲ．感染症の疫学、統計等に関する研究 

1. インフルエンザによる超過死亡の評価 

 人口動態調査の月別全死因死亡者数のデータから、

インフルエンザ流行の我が国の人口動態に与える影響

を、「感染研」モデルを用いてインフルエンザによる超

過死亡を推定し検討した。 

［大日康史、菅原民枝、谷口清州］ 

 

2. インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究 

18 大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡

（インフルエンザ及び肺炎死亡）数を用い、「感染研モ

デル」と同種の超過死亡推定モデルを適用し、各都市

毎の週単位の超過死亡を推定し、迅速な情報還元を行

った。 

［大日康史、菅原民枝、前田明日香、谷口清州、厚生
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労働省健康局結核感染症課、18 大都市・特別区衛生主

幹部局］ 

 

3. インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関す

る研究 

インフルエンザ様疾患罹患時に見られる異常行動に

ついて、前向き調査を重度、軽度にわけ実態把握を行

い、安全性調査委員会に情報提供した。 

［岡部信彦、大日康史、菅原民枝、谷口清州］ 

 

4. 手術部位感染の疫学に関する研究 

 日本環境感染学会の学会事業である JNIS（Japanese 

Nosocomial Infections Surveillance）の一環として、院内

感染の中でも発生の影響が特に大きい手術部位感染に

関して、医療機関で行われるサーベイランスのデータ

を集積し集計を行い、各施設へのフィードバックを実

施した。さらに、手術部位感染のリスク因子に関する

研究的解析を行い、学会報告した。 

［森兼啓太、日本環境感染学会 JNIS 委員会、鈴木里

和（細菌第二部）、山根一和（同）、筒井敦子（同）、荒

川宜親（同）］ 

 

5. 透析施設における C 型肝炎の伝播防止に関する

研究 

 厚生労働科学研究班「透析施設におけるC 型肝炎院

内感染の状況・予後・予防に関する研究」（主任研究者：

東京女子医科大学・秋葉隆教授）の分担研究者として、

世界における透析関連感染のデータベース調査や感染

防止ガイドラインの調査を行なった。その知見に基づ

き、日本における透析関連感染サーベイランスのシス

テムを策定した。 

［森兼啓太、吉田真紀子、満田年宏（横浜市立大学）］ 

 

6. リケッチア症サーベイランスの評価 

 新興・再興感染症研究事業「リケッチア感染症の国

内実態調査および早期診断体制の確立における早期警

鐘システムの構築」（研究代表者 岸本寿男、研究分担

者 岡部信彦）により、四国 4 県の内科標榜医療機関

を対象としたつつが虫病、日本紅斑熱のサーベイラン

ス認知度および診断・報告状況を調査し、自治体およ

び医療機関へ情報還元を行った。また、大阪、兵庫等

において、一般市民のリケッチア症に関する認知度調

査を行った。 

［松井珠乃、佐藤弘、藤本嗣人、岡部信彦］ 

 

7. 食中毒調査の精度向上のための手法の開発 

厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保

推進 研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法

等に関する調査研究」（研究代表者 岡部信彦）により、

米国、オーストラリア等の食中毒対策の現状について

調査を行った。その結果等に基づき、日本において市

中で症例対照研究を実施するための基礎的な研究を実

施した。 

[松井珠乃、春日文子、岡部信彦] 

 

8. レプトスピラ症に関する意識調査に関する研究 

ヒト及び犬のレプトスピラ症についての、医療関係

者（医師＆獣医師）におけるKAP（Knowledge, Attitude, 

& Practice）調査を FETP 研修員らとともに計画し、細

菌第一部（小泉）とともに沖縄県、熊本県、佐賀県で

質問票調査を実施した。（1~3 月）現在、解析中である。 

[大山卓昭、小泉信夫（細菌第 1 部）] 

 

9. インフルエンザ脳症の発生報告について 

2007/08シーズンおよび2008/09シーズンの国内にお

けるインフルエンザとインフルエンザ脳症の発生動向

について、感染症発生動向調査による全国のインフル

エンザ定点医療機関からのインフルエンザ患者発生報

告と、地方衛生研究所からのインフルエンザウイルス

分離報告、及び 2004 年 3 月から新たに 5 類全数把握疾

患として届出対象疾患となった急性脳炎の中でのイン

フルエンザ脳症の発生報告を集計・解析し、その関連

性と現在のインフルエンザ脳症発生例の把握システム

に関する課題について考察を行った。 

［安井良則、多田有希、多屋馨子、山本久美、岡部信

彦、森島恒雄（岡山大学大学院小児医科学）］ 

 

10. 性感染症（STD）発生動向に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事

業「性感染症に関する特定感染症予防指針の推進に関

する研究」（研究代表者 小野寺昭一）の一環として、

感染症法に基づきサーベイランスが実施されている性
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器クラミジア感染症、性器ヘルペス、尖圭コンジロー

マ、淋菌感染症（以上定点把握）及び梅毒（全数把握）

の発生動向を解析した。特に定点把握については、地

域毎の定点数や診療科比率などを含め、サーベイラン

スのあり方・妥当性について、前述の研究「性感染症

（STD）発生動向調査の評価と解析」と合わせて評価

することが、引き続き今後の課題である。 

［岡部信彦、多田有希］ 

 

11. 動物由来感染症の発生動向に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究

事業「我が国における動物由来感染症の感染実体把握

に資する研究」（研究者代表者 多田有希）の一環とし

て、臨症現場における動物由来感染症の診療に役立て

てもらうことを目的に、感染症法に基づき報告されて

いる動物由来感染症のうち、E 型肝炎、オウム病、日

本紅斑熱、ライム病、レプトスピラ症の症状、診断方

法などを、集計した。 

[多田有希、佐藤弘、高山直秀（都立駒込病院）] 

 

12. 急性脳炎・脳症の発生動向に関する研究 

科学研究費補助金事業 基盤研究Ａ「小児における

急性脳炎・脳症の病態・診断・治療に関する研究（研

究代表者：森島恒雄）の一環として、感染症法のもと

で行われている感染症発生動向調査において 2004～

2008 年に報告された急性脳炎･脳症の発生状況をまと

めた。5 年間に 933 例が報告され、このうち 15 歳未満

の小児は 544 例報告された。933 例のうち少なくとも

95 例の死亡が報告され、年齢中央値は 9 歳、最も多い

病原体はインフルエンザであった。5 年間に 1 例の報

告されていない自治体もあり、報告漏れがあることも

示唆された。届出の徹底、転帰の把握、病原体検索な

どが課題である。 

[岡部信彦、多田有希] 

 
13. 感染症疫学情報の解析・評価に関する研究 

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面か

ら総合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出

情報」特集記事として掲載されたテーマは、2008 年 4

月号：アデノウイルス感染症、5 月号：腸管出血性大

腸菌感染症、6 月号：HIV/AIDS、7 月号：感染症法お

よび検疫法の改正と麻疹対策強化、8 月号：細菌性食

中毒、9 月号：性感染症、10 月号：RS ウイルス感染症、

11 月号：インフルエンザ、12 月号：レジオネラ症、2009

年 1 月号：エンテロウイルス髄膜炎、2 月号：麻疹、3

月号：破傷風である。 

［山下和予、赤塚昌江、加藤信子、徳永真里子、野地

元子、齊藤剛仁、多田有希、安井良則、谷口清州、多

屋馨子、藤本嗣人、伊藤健一郎、木村博一、岡部信彦、

井上栄（感染症情報センター）、渡邊治雄（副所長、細

菌第一部）、寺嶋淳、池辺忠義、倉文明、前川純子（細

菌第一部）、倉根一郎、岸本寿男（ウイルス第一部）、

脇田隆字、清水博之（ウイルス第二部）、田代真人、小

田切孝人、駒瀬勝啓（ウイルス第三部）、荒川宜親、新

谷三春、山本明彦、高橋元秀、見理剛（細菌第二部）、

野崎智義（寄生動物部）、小林睦生（昆虫医科学部）、

今岡浩一（獣医科学部）、佐多徹太郎（感染病理部）、

森亨、石井則久（ハンセン病研究センター）、中嶋建介

（国際協力室）、山本直樹（エイズ研究センター）、五

十君静信、山本茂貴（国立衛研）、北島智子、藤井紀男

（企画調整主幹）、宮村達男（所長）、吉倉廣（前所長）、

三宅邦明、津曲淳、辻井憲一、江浪武志、小林一司、

難波吉雄、、蟹江誠、小島三奈、柴辻正喜、堀内直哉（厚

生労働省）］ 

 

14. インフルエンザ脳症の発生報告について 

2007/08 シーズンの国内におけるインフルエンザと

インフルエンザ脳症の発生動向について、感染症発生

動向調査による全国のインフルエンザ定点医療機関か

らのインフルエンザ患者発生報告と、地方衛生研究所

からのインフルエンザウイルス分離報告、及び 2004

年 3 月から新たに 5 類全数把握疾患として届出対象疾

患となった急性脳炎の中でのインフルエンザ脳症の発

生報告を集計・解析し、その関連性と現在のインフル

エンザ脳症発生例の把握システムに関する課題につい

て考察を行った。 

［安井良則、多田有希、多屋馨子、山本久美、岡部信

彦、森島恒雄（岡山大学大学院小児医科学）］ 

 

Ⅳ．予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患におけ

る今後の感染症対策に関する研究 
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1. 予防接種後健康被害報告の効果的な解析と、迅

速な対策に繋げるための研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種後健康被害審査の効率化に関する研究

（研究代表者 多屋馨子）」として、現在の予防接種後

健康被害救済申請の内容と、予防接種後副反応報告書

の内容を合体して検討するための管理システムの構築

を行った。また、海外での情報収集を行った。 

［多屋馨子、岡部信彦、砂川富正、安井良則、新井智、

佐藤弘、山本久美、荒木和子、北本理恵、田中敏博（カ

ナダトロント小児病院、落合雅樹（検定検査品質保証

室］ 

 

2. 麻疹、風疹ワクチンに関する研究 

(1) 麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研

究事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症

対策に必要な予防接種に関する研究（研究代表者 

岡部信彦）」の研究の一貫として、平成 24（2012）

年というWHO 西太平洋地域における麻疹排除目標

の達成に向けて、国が定める「麻疹対策技術支援チ

ーム」として、国内で必要と考えられる様々な麻疹

排除に関連する計画案の策定、および実施に携わっ

た。その代表的なものとして以下を挙げる。 

〈予防接種の徹底と接種率向上に向けた取り組み〉 

－自治体別の定期的な接種率の評価と還元 

－教育啓発ツールの作成・提供 

〈患者発生動向の評価〉 

－全数把握制度における麻疹患者発生の評価、解析

と定期的な還元 

〈集団発生対応〉 

－集団発生に対する技術的助言の実施 

〈各種ガイドライン作成〉 

－都道府県における麻しん対策会議のガイドライン 

－麻疹排除に向けた積極的疫学調査ガイドライン第

二版 

－医療機関での麻疹対応ガイドライン第二版 

－学校における麻しん対策ガイドライン 

－医師における麻しん届け出ガイドライン第二版 

上記の各種ガイドライン案の内容は、厚労省・文科

省等との協議により修正加筆され、合意を得て感染

症情報センターホームページに順次掲載されている。

2012 年の麻疹排除に向けた活動の基盤として、以降

も必要なガイドラインの整備、政策への提言、各種

調査の実施などが、感染症情報センターとして成さ

れていく予定である。 

［岡部信彦、多屋馨子、山本久美、佐藤弘、多田有

希、山下和予、安井良則、島田智恵、谷口清州、大

日康史、菅原民枝、砂川富正、松井珠乃、徳田浩一、

堀成美、吉田真紀子、土田賢一、木村博一、谷口無

我、山本明史、山田隆雄（厚生労働省）、高山研（厚

生労働省）、小林一司（厚生労働省）、三宅邦明（厚

生労働省）、草柳英雄（厚生労働省）、岡田就将（文

部科学省）、成瀬幸宏（文部科学省）］ 
 

(2) 麻疹の効果的制御に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）ウイルス感染症の効果的制御のための病原体サ

ーベイランスシステムの検討（研究代表者：清水博之）

の分担研究として、東京都内の医療機関に入院した麻

疹患者について検討を行うとともに、平成 20 年度本研

究班で作成した麻疹教育啓発DVDを約2000の教育機

関、行政機関、医療機関に配布した。 

［多屋馨子、山本久美、谷口無我、山本明史、岡部信

彦］ 

 

(3) 第 3 期・第 4 期麻疹風疹ワクチンにおける接種率

向上に向けた自治体の取り組み 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に

必要な予防接種に関する研究（研究代表者 岡部信

彦）」の研究の一貫として、第 3 期、第 4 期の麻疹・風

疹ワクチンの接種率が高い自治体と低い自治体に対し

て、高かった理由、困難であった理由を調査し解析し

た。 

［山本久美、多屋馨子］ 

 

(4) 0 歳児の麻疹に関する検討 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に

必要な予防接種に関する研究（研究代表者 岡部信

彦）」の研究の一貫として、定期接種が導入される前の
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0 歳における麻疹の罹患状況や抗体保有状況を調査す

るとともに、感染経路等について検討した。 

［佐藤弘、島田智恵、多屋馨子、多田有希、岡部信彦］ 

 

(5) 学校における麻疹･風疹対策に関する調査「JR 中

央線・京浜東北線電車内トレインチャンネル等で

の情報提供後調査」 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策

に必要な予防接種に関する研究（研究代表者 岡部信

彦）」の研究の一貫として、ＪＲ電車内のトレインチ

ャンネルで上映したＣＭの効果について検討した。 

［山本久美、多屋馨子、佐藤弘、岡部信彦］ 

 

(6) 学校における麻疹排除に向けた取り組みと今後

の麻疹対策に関する研究 

麻疹に関する知識を普及させるために、調査と啓発

を兼ね備えた調査用紙を作成し、世代の違いにおける

麻疹に関する意識の違いについて検討し、麻疹対策に

活用した。 

［多屋馨子、谷口無我、山本明史、山本久美、佐藤弘］ 

 

(7) テレビ・ラジオCM、ポスター等の媒体を用いた

麻しん風しん混合ワクチン接種推進活動の効果

に関する検討 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に

必要な予防接種に関する研究（研究代表者 岡部信

彦）」の研究の一貫として、各種媒体を用いた麻疹啓発

に関して、評価・解析を行った。 

［砂川富正、知念正雄(知念小児科)、浜端宏英（アワ

セ第一病院）、町田孝(沖縄県)、糸数公(沖縄県)、安井

良則、山本久美、山田隆雄(厚生労働省)、多屋馨子、

岡部信彦］ 

 

(8) ラオスにおける麻疹・風疹とCRS の疫学 

WPRO における 2012 年の麻疹排除、および今後の

EPI 戦略にかかわる風疹の血清抗体保有状況に関して、

ラオスの首都ビエンチャンに居住する小学生を対象に

血清疫学調査を実施した。麻疹は、予防接種キャンペ

ーンが実施されたため、ワクチンによる免疫の獲得が

考えられるが、風疹はラオス国内において、ワクチン

は導入されていない。今後、感染等にかかわる危険因

子の解析、さらなる調査を計画している。 

[ペンサイ・マニライ(ウイルス第 3 部)、山本久美、牛

島廣治(藍野大学)、駒瀬勝啓(ウイルス第 3 部)、渡邉治

雄] 

 

(9) 風疹に関する予防対策，今後の風疹ワクチンのあ

り方に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に

必要な予防接種に関する研究（研究代表者 岡部信彦、

研究分担者 平原史樹）」の一貫として、先天性風疹症

候群ならびに風疹対策として、国内の風疹患者、抗体

保有状況、予防接種状況を検証し風疹罹患妊娠女性に

関する二次相談窓口が設置ならびに産科領域における

麻疹、水痘、ムンプスなどの院内感染問題についても

検討した。 

［平原史樹（横浜市立大学）、奥田実加（横浜市立大学）、

駒瀬勝啓（ウイルス第 3 部）、寺田喜平（川崎医科大学）、

種村光代（種村ウイメンズスクリニック）、川名尚（帝

京平成看護短期大学）、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

(10) 麻疹排除に対する効果的な社会動員に関する研

究 

 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に

必要な予防接種に関する研究（主任研究者 岡部信

彦）」の委託研究として、麻疹排除を効果的に進めるた

めのテレビ・ラジオ用CM を作成し、ポスターを作製

した。これらのイメージキャラクターとして、沖縄県

出身の歌手「Kiroro」の全面的な協力を得て起用した。

CMは試験的な運用として沖縄県全域にて5－7月にお

いて放送し、その結果を約 3000 人規模のアンケートを

実施し検証した。Kiroro を起用したCM の認知度は各

年代において高かったが、3 期・4 期においては相対的

に低く、また、麻疹の怖さが伝わらなかったとの結果

となり、今後の改善が必要との結果になった。ポスタ

ーは厚生労働省・文部科学省・日本医師会の協賛とし

て全国の保健・教育関係に数百万枚が配布された。 
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［砂川富正、山本久美、多屋馨子、安井良則、島田智

恵、多田由紀、知念正雄（沖縄県はしか“０”プロジェ

クト）、岡部信彦］ 

 

3. 疾病の流行状況とワクチンの意義に関する研究 

厚生労働科学研究医薬品・医用機器等レギュレトリ

ーサイエンス総合研究事業ワクチンの有用性向上のた

めのエビデンス及び方策に関する研究（主任研究者 

神谷齊）の協力研究者として、三重県下 3 市における、

ロタウイルス感染性胃腸炎の入院例の調査を行った。

また、この地域でのロタウイルスの流行株の特定、さ

らにはこれらの結果に基づいて、ロタウイルスワクチ

ンの我が国への導入の検討を行った。 

［中野貴司（国立病院機構三重病院）、井上和正（山田

日赤病院小児科）、神谷敏也（松阪中央総合病院小児科）、

井戸正流（三重中央医療センター小児科）、谷口孝喜（藤

田保健衛生大学ウイルス、寄生虫学講座教授）、神谷元］ 

 

4. ワクチンの需要予測 

 ワクチンの安定供給を目的として、毎年インフルエ

ンザワクチンの需要予測を行った。また、ワクチン需

給予測プログラム開発事業において、麻しん風しん混

合ワクチン 3 期、4 期の需要分析、Hib ワクチンの需要

分析を行った。 

［大日康史、菅原民枝、岡部信彦］ 

 

5. ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用

対効果分析 

ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効

果分析をインフルエンザ、水痘、Hibワクチンなどを対

象に実施している。インフルエンザに関しては、高齢者

における予防接種公費補助の効果および抗ウイルス剤

の費用対効果について検討した。水痘ワクチンの公費補

助を実施している自治体においては、ワクチンの有効性、

ワクチン不全、軽症化も含めて検討した。 

［大日康史、菅原民枝、岡部信彦］ 

 

6. 自治体における予防接種管理ソフトの改良と普

及に関する研究 

 各自治体において、定期予防接種あるいは自治体独

自の任意接種に対する公費補助を一元的に管理する予

防接種管理ソフトを改良し、普及に努めた。本年度は

予防接種台帳出力機能を備えた。 

［大日康史、菅原民枝、岡部信彦］ 

 

7. Hib ワクチンに関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に

必要な予防接種に関する研究（研究代表者 岡部信

彦）」の研究の一貫として、Hib ワクチン接種後の健康

状況調査ならびに副反応報告を迅速に収集するサーベ

イランス機能を構築し、無作為抽出した医療機関に調

査依頼を行った。 

［多屋馨子、岡部信彦、廣田良夫（大阪市立大学）、

富樫武弘（札幌市立大学）］ 

 

8. 百日咳集団発生の調査に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「インフルエンザ及び近年流行が問題になってい

る呼吸器感染症の分析疫学研究（主任研究者 廣田良

夫）」の分担研究として、高知県、秋田県、北海道にお

ける百日咳の集団発生における過去のワクチン接種の

効果に関する研究を行った。百日咳は、年長者あるい

は若年成人の間で流行が懸念されており、わが国にお

いても Tdap などの年長者向けワクチンの導入が今後

要検討である。その基礎データを蓄積することを目的

としている。 

［砂川富正、島田智恵、神谷元、田中好太郎］ 

 

9. B 型ウイルス性肝炎の発生動向に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服緊急対策研

究事業「肝炎ウイルス感染防御を目指したワクチン接

種の基盤構築」（研究代表者 水落利明）の一環として、 

感染症法のもとで行われている感染症発生動向調査に

おいて報告されたB 型肝炎の発生状況をまとめた。血

液由来感染として重要である本疾患は、従来の母子感

染対策、医療行為による感染対策に加えて、性感染症

としての対策が必要と考えられた。 

［岡部信彦、多田有希］ 

 

10. B 型肝炎ウイルスの水平感染に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服緊急対策研
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究事業「肝炎ウイルス感染防御を目指したワクチン接

種の基盤構築」（研究代表者 水落利明）の分担研究と

して、保育施設における血液の取り扱いに関する検討

を行い、Ｂ型肝炎ワクチンの universal vaccination に向

けた研究を行った。 

［多屋馨子、越田理恵（金沢市福祉保険局）、岡部信彦

］ 

 

11. 疾病の流行状況とワクチンの意義及び健康教育、

情報伝達に関する研究 

厚生労働科学研究医薬品・医用機器等レギュレトリ

ーサイエンス総合研究事業ワクチンの有用性向上のた

めのエビデンス及び方策に関する研究（研究代表者 

神谷齊）の分担研究として、ポータルサイト“楽天

Infoseek”、広島テレビ子育て応援団を利用した麻疹風

疹予防接種に関する教育啓発に関して検討した。 

［山本久美、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

12. 日本脳炎に関する研究 

(1) わが国における日本脳炎の疫学に関する検討 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業 「我が国における日本脳炎の現状と今後の予防

戦略に関する研究 研究代表者 高崎智彦）の分担研

究として、わが国における日本脳炎の現状と、日本脳

炎ウイルスに関する検討を行った。近年の日本脳炎ウ

イルス活動状況を感染症流行予測調査事業、調査結果

から解析し、予防接種状況と合わせて検討した。 

[多屋馨子、佐藤弘、新井智、岡部信彦］ 

 

(2) 日本脳炎ウイルスに関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業（我が国における日本脳炎の現状と今後の予防戦

略に関する研究 研究代表者 高崎智彦）の分担研究

として、2003 年と 2008 年のブタ血清から分離したウ

イルス、家畜用に用いられている生ワクチン株に関し

てウイルス学的な検討を行った。［新井智、多屋馨子、

小西英二(神戸大医学部)、高崎智彦(ウイルス一部)、倉

根一郎(ウイルス一部)］ 

 

(3) 小児における急性脳炎、脳症の病態、診断、治療

に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業）「予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に

必要な予防接種に関する研究（研究代表者 岡部信

彦）」の研究の一貫として、沖縄県における急性ウイル

ス性脳炎・無菌性髄膜炎強化サーベイランスを実施し

た。沖縄県は日本脳炎ウイルス(JEV)の浸淫地域である

が、2005 年度以降の日本脳炎ワクチン接種の事実上中

止により発生リスクは増加している。そのため、同年

度より沖縄県福祉保健部健康増進課、沖縄県衛生環境

研究所、琉球大学医学部病原生物学分野と共同で、全

県的なJEV感染症強化サーベイランスが実施されてい

る。今年度日本脳炎症例は確認されなかったが、ワク

チン接種が行われていない状況下で、依然日本脳炎の

感受性者は年々増加していることから、継続的な調査

研究が必要である。 

［砂川富正、中島一敏、山本久美、佐藤弘、多屋馨子、

岡部信彦］ 

 

Ⅴ．病原体等の研究 

1. インフルエンザウイルスの排出期間に関する研

究 

昨年度に続き、インフルエンザ患者の解熱後におけ

る感染性ウイルスの排出を調査した。検体採取方法お

よび検体運搬保存液を改良し、インフルエンザウイル

ス診断キットで陽性であった小児の咽頭拭い液を急性

期および解熱後採取した．MDCK 細胞によるウイルス

分離および RT-PCR によるウイルスゲノムの検出と同

定を行った。抗ウイルス薬の使用、ワクチン接種の有

無等の点から解析する予定である。 

［荒木和子、秋山千枝子（あきやま子どもクリニック）、

多屋馨子］  

 

2. インフルエンザウイルスの検出法ならびに検出

部位に関する臨床的検討 

 厚生労働科学研究費補助金 医薬品･医療機器等レ

ギュラトリーサイエンス総合研究事業「ウイルス感染

症の対外診断薬の再評価に関する基盤整備に関する研

究」 (研究代表者 山口一成、研究分担者 多屋馨子)

の一貫として、病初期におけるインフルエンザウイル

スの増殖部位に関して検討した。RT-PCR法を用いて、

インフルエンザウイルスゲノムの検出を行い、型と亜
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型を決定した。また、リアルタイム PCR 法を用いて、

検出部位毎にウイルス量を定量した。 

 また、国内で市販されているインフルエンザ迅速診

断キットの感度を比較検討した。 

[浜本いつき、山口展正(山口内科耳鼻咽喉科医院)、多

屋馨子、荒木和子、佐藤弘、藤本嗣人、岡部信彦] 

 

3. OPV 投与後のポリオウイルスの排出 

初回 OPV 接種した乳幼児計(３名)の糞便を約 35 日

間採取し、糞便中に排出されたポリオウイルス量を

Real-time PCT により血清型別に検討し、排出量および

排出期間について検討した。 

[荒木和子、佐藤弘、多屋馨子、岡部信彦] 

 

4. 麻疹疑い例における検査室診断の実施  

2008 年に発生した麻疹疑い例（鳥取県、東京都）に

ついて、抗体価測定および遺伝子検出による検査室診

断を実施した。 

［佐藤弘、多屋馨子］ 

 

5. 新しいハンタウイルスの検索 

 動物由来感染症対策の一環として新しいハンタウイ

ルスの検索を行った。その結果、日本のモグラ科動物

の一つであるヒミズにAsama virus の感染を確認した。

本ウイルスは、典型的な食虫目由来ハンタウイルスが

モグラ科動物に感染し、その後定着したウイルスであ

ることが予想された。[新井智、岡部信彦、大館智志(北

大低温研)、淺川満彦(酪農大獣医)、有川二郎(北大大学

院 ) 、 Jin-Won Song( 韓国コリア大学 ), Richard 

Yanagihara(米国ハワイ大学医学部)] 

 

6. ダニ媒介性疾患発生地域における不明熱疾患の

検索 

 ダニ媒介性疾患発生地域には、ダニ媒介性疾患が疑

われるものの、感染源の明らかにならない熱性疾患の

発生が認められている。その原因を検索する一環とし

て島根県下のダニ媒介性疾患発生地域における不明熱

疾患患者および病原体の検索を行った。その結果、ネ

オエルリキアを含む、複数のダニ媒介性感染体の存在

を確認した。[新井 智、岡部信彦、田原研司 (島根県

環境衛生研究所)、石原智明(酪農大獣医)] 

 

7. フロックドスワブのウイルス検査における有用

性に関する研究 

 臨床検体中のウイルス採取効率の最適化をする目的

で、これまで使用してきたポリエステル製スワブとフロ

ックドスワブ(microRheologicsS.r.l)を比較した。プレート

に培養した細胞に感染させたアデノウイルスをぬぐっ

て回収されたウイルスゲノム量を比べた。その結果、フ

ロックドスワブが平均9.46倍（3.59～23.4倍）アデノウ

イルスDNAの回収量が高く、アデノウイルス遺伝子検

査の偽陰性を防ぐ一助になることが示唆された。 

[藤本嗣人、榎本美貴(兵庫県立健康環境科学研究センタ

ー)、小長谷昌未、谷口清州] 

 

8. 高速PCR法によるウイルス検査システムの開発 

 超高速 PCR システム(HyperPCR)をアデノウイルス診

断へ適用した。その結果、17 分程度でこれまでの通常

のリアルタイム PCR と感度および精度でアデノウイル

スを定量的に検出できることがあきらかになった。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、坪井邦雄(トラスト)、谷口清州、

児玉崇(トラスト)、近平雅嗣（兵庫県立健康環境科学研

究セ）、榎本美貴（兵庫県立健康環境科学研究セ）、岡

部信彦] 

 

9. PCR による脳炎患者髄液からのエンテロウイル

ス71遺伝子の検出および定量 

 生後 20 ヶ月の脳炎患者髄液からエンテロウイルス

71遺伝子を検出した。患者の髄液、咽頭ぬぐい液、直

腸ぬぐい液からエンテロウイルス 71 が RT-nesuted 

PCR により検出され、髄液からは pan-enterovirus 

RT-nested PCRを使用してエンテロウイルス71が検出

されたシークエンシングにより同定された。リアルタ

イム PCR による定量で咽頭ぬぐい液、直腸ぬぐい液、

および髄液はそれぞれ 1.8×10^4 , 9.8×10^4 および 

1.8×10 コピーのエンテロウイルスゲノムを含んでい

た。培養によって直腸ぬぐい液からのみエンテロウイ

ルス71が分離された。 

 

10. エンテロウイルス71の塩基配列に関する研究  
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 重症事例から採集したエンテロウイルス７１株の塩

基配列を調べた。全ゲノム配列を解析中である。  

（宗村徹也、藤本嗣人）  
 

11. 急性胃腸炎の流行時の病原体検索 
山梨県、徳島県等で発生した下痢症の流行に際して、

病原体検索を実施してノロウイルスおよびロタウイル

ス、アデノウイルス等を検出して流行の病原体を明らか

にした。 

[松野重夫、藤本嗣人、村上裕子、岡部信彦］ 
 

12. 腸管凝集性付着性大腸菌（ＥAggＥＣ）の研究 

既知の 4 種類の線毛遺伝子を保有しない EAggEC

（aggR 陽性）について新しい線毛遺伝子を調べた。日

本の主要な血清型 O111:H21 の株は病原関連遺伝子

agg3B と astA を保有していた。すでに明らかになって

いるAAF/IIIの遺伝子配列ではagg3遺伝子群はagg3D、

agg3C、agg3B、agg3A と並び astA が逆向きに配置して

いる。同じ配列なら agg3B と astA の forward primer の

組み合わせで PCR 産物が増幅されることが予想され、

試したところ予想通りの産物が増幅された。この産物

の塩基配列は今までに報告されているどの線毛とも異

なり、5 番目の線毛遺伝子であることが判明した。 

[伊藤健一郎、蛭田徳昭(横須賀市)]  

 

13. 急性気管支肺炎乳幼児から検出された RS ウイル

ス（RSV）の分子疫学に関する研究 

 Respiratory Syncitial ウイルス(RSV)は、乳幼児の気管

支炎や気管支肺炎の主たる病原ウイルスとしてよく知

られている。しかし、本ウイルスの分子疫学には不明

な点が多い。そこで、2005～2006 年にかけて、入院加

療を必要とした神奈川県在住の気管支炎乳幼児患者か

ら分離された RSV17 株の Nucleoprotein(N)遺伝子に関

する分子疫学解析を行った。その結果、10 株は

Subgroup A、7 株は Subgroup B に分類された。また、

各 Subgroup 間の N 遺伝子の塩基配列のホモロジーは

高く(99%以上)、遺伝学的に近縁なRSV が本疾患に関

与していたことが推定された。 

［菅井和子（国立病院機構横浜医療センター、塚越博

之（群馬県衛生環境研究所）、水田克巳（山形県衛生研

究所）、木村博一、秋山美穂、岡部信彦、野田雅博（ウ

イルス3部）、田代眞人（同）］ 

 

14. 輸入食品のウイルス汚染状況に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 食品の安心・安全確保

推進研究事業「輸入生鮮魚介類および動物生肉のウイ

ルス汚染のサーベイランスに関する研究」（主任研究

者 西尾治）により、二枚貝のウイルス汚染状況を調査

し、安全性を評価するための基礎データの蓄積を目的

とした。主に中国、韓国から輸入された二枚貝などに

ついて、ノロウイルス、A 型肝炎ウイルスの汚染状況

を調査した。［西尾治、田中俊光（千葉市食品衛生検

査所）、木村博一、秋山美穂、菊池正悟（愛知医科大

学公衆衛生学）］ 

 

15. Real-time RTPCR による新たな麻疹ウイルス遺

伝子定量検出法の開発 

 Real-time RT PCRによる麻疹ウイルスN遺伝子の定

量・検出法を開発した。新たなプライマー及びプローブ

の開発も行った。本法により、種々の遺伝子型（A, D3, 

D5, D9及びH1）の麻疹ウイルス遺伝子が高感度かつ特

異的に定量可能になった。［秋山美穂、塚越博之（群

馬県衛生環境研究所）、水田克巳、（山形県衛生検査

所）、平良勝也（沖縄県衛生環境研究所）、秋山美穂、

野田雅博（ウイルス第 3 部）、田代真人（同）、岡部

信彦、木村博一］ 

 

Ⅵ．学会の中での研究、貢献 

1. 日本ワクチン学会 

理事として、ワクチン関連トピックスの原稿作成、学

会運営に関与した。 

［岡部信彦、谷口清州、多屋馨子］ 

 

2. 日本小児科学会 

 予防接種・感染対策委員会の委員として活動した。 

［岡部信彦（委員長）、多屋馨子（委員）］ 

 

3. 日本環境感染学会 

ワクチン接種プログラム作成委員会の委員として活

動した。 

［岡部信彦（委員長）、多屋馨子（委員）］ 
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4. 日本小児保健学会 

予防接種感染症委員会の委員として活動した。 

［多屋馨子］ 

 

5. 日本小児感染症学会 

研究教育委員会の委員として活動した。 

［多屋馨子］ 

情報委員会委員長として活動した［岡部信彦］ 

 

6. 日本性感染症学会 

 平成 20 年度性感染症学会学術大会総会の運営を行

なった（大会長 岡部信彦） 

 

サーベイランス業務 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業の実施および情報の還元 

1. 感染症発生動向調査（患者情報）全国データの

集計・解析・還元 

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律｣（平成 15 年 11 月改正法

施行、平成 17 年 4 月改正法施行、平成 19 年 4 月・6

月改正法施行）に基づき、対象疾患を診断した医師、

保健所、地方感染症情報センター（都道府県、政令市

に設置）と連携し、感染症発生動向調査を実施してい

る。 

感染症情報センターは中央感染症情報センターとし

て、全数把握疾患及び週単位定点把握疾患については

毎週 1 回、月単位定点把握疾患については毎月 1 回、

全国データを集計し、各自治体に還元している。また、

データの内容の確認及び解析を行い、感染症週報

（IDWR）や病原微生物検出情報（IASR）として情報

を公開するとともに、得られた情報を地方自治体と連

携して必要な感染症対策へつないでいる。 

［多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、佐藤弘、

冨澤伸五、加藤信子、大竹由里子、前田明日香、FETP

研修生 9・10 期生、神谷元、松井一乃、砂川富正、

大山卓昭、岡部信彦］ 

 

2. 感染症週報の作成・発行 

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律｣（平成 15 年 11 月改正法

施行、平成 17 年 4 月改正法施行、平成 19 年 4 月・6

月改正法施行）の主旨のもとに、感染症週報の発行を

継続しており、当感染症情報センターのホームページ

上に PDF 版とHTML 版とで掲載している。 

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目す

べき感染症」としてその時々で問題となる感染症を 1

〜2 件取り上げ、詳細な解説を行い、｢病原体情報｣と

して、その時々で問題となる感染症の患者からの病原

微生物検出状況を掲載している。 

また、「速報」においては、主に地方衛生研究所から

投稿される、国内で問題となったアウトブレイクに関

する最新の記事、個々の疾患の発生動向のまとめなど

を掲載し、｢海外感染症情報｣として WHO の感染症ア

ウトブレイクニュースを中心に最新の海外感染症に関

する記事を紹介している。その他、本年度は不十分で

はあったが、｢感染症の話｣として感染症法に規定され

た疾患など感染症の解説を行い、「読者のコーナー」と

して外部からの問い合わせのあった質問や投稿などを

多くの読者に公開している。 

［岡部信彦、多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛

仁、、森兼啓太、佐藤弘、神谷元、谷口清州、多屋馨子、

山下和予、赤塚昌江、徳永真里子、加藤信子、冨澤伸

五、大竹由里子、前田明日香、FETP 研修生 9＆10 期

生、松井珠乃、砂川富正、大山卓昭、山本久美］ 

 

3. 病原体情報の収集と月報・年報の作成 

 病原微生物検出情報事務局において、病原体情報セ

ンター業務として、オンラインによる報告票の確認、

問い合わせ、データベースの管理、集計解析、月報お

よび年報の作成、配布に関する一連の作業を継続的に

実施した。 

(1) 情報処理：NESID の病原体検出情報システムに登

録された新しいデータの確認と公開処理を毎日行な

った。2008 年 1 月－2008 年 12 月の病原体検出報告数

は、病原菌検出報告（３A：地研・保健所）は 7,572

件、病原体個票は病原菌が地研・保健所 4,030 件、検

疫所 4 件、ウイルス（リケッチア，クラミジアを含む）

が地研 14,662 件、検疫所 6 件、集団発生病原体票は病

原菌が地研 267 件、検疫所 15 件、ウイルスが地研 837

件、ヒト以外からの病原体検出票は病原菌が地研 322

件であった。 
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(2) 月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報

が 12 号（第 29 巻）および第 29 巻索引が編集・印刷

発行された。特集記事については英訳を行い同時に掲

載した。 

(3) 年報の編集：病原体情報に関する年報は、欧文に

よる 2004 年年報を、Japan J. Infect. Dis., 2005 Vol.58 

Supplement として編集中である。 

(4) 感染性腸炎研究会に参加する都市立感染症指定医

療機関が入力した感染性腸炎患者調査票 959 件につい

てデータの確認と集計を行ない、年度末の総会資料お

よび感染症学会発表資料として提供した。 

［山下和予、赤塚昌江、加藤信子、野地元子、徳永真

里子、齊藤剛仁、岡部信彦］ 

 

4. 感染症発生動向調査 週報・月報 速報データ

の作成・公開 

 感染症発生動向調査により集計された報告数を、 

感染症週報での公開（通常金曜日）より早く公開する

ため、2008 年第 47 週から、速報データとしての公開

を実施している。 

［島田智恵、前田明日香、加藤信子、安井良則、多田 

有希］ 

 

5. インフルエンザ流行レベルマップの作成 

 感染症発生動向調査により得られた全国のインフル

エンザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに

設けられた基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警

報レベル、注意報レベルを超えたことを情報還元する

ための「インフルエンザ流行レベルマップ」を作成し、

毎週火曜日に感染症情報センターのホームページ上に

アップデートした。コメント欄には、最新の患者発生

状況と病原体情報から得られたインフルエンザウイル

ス分離結果を合わせて掲載している。2008 年度は

2007/2008 年シーズンに含まれる 2008 年第 14 週～第

20週、2008/2009年シーズン中の2008年第45週～2009

年第 13 週までのインフルエンザ流行レベルマップ作

成を行った。 

［安井良則、柴田博子、多田有希、谷口清州］ 

 

6. 麻しん速報グラフの作成 

 感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告

をもとにグラフ及び日本地図を作成し、毎週火曜日に

感染症情報センターのホームページ上に公開した。こ

の公開は2008年第3週から新たに開始したものであり、

週別報告数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、都道府県別

報告数（当該週分の棒グラフ）、都道府県別病型別報告

数（第 1～当該週累積分の棒グラフ）、都道府県ワクチ

ン接種歴別報告数（第 1～当該週累積分の棒グラフ）、

年齢群別ワクチン接種歴別報告数（第 1～当該週累積

分の棒グラフ）、都道府県別累積報告数（第 1～当該週

累積分の日本地図）、都道府県別報告状況（第 1～当該

週の週毎の日本地図）の 7 種類の作成を行った。 

［島田智恵、前田明日香、徳永真里子、加藤信子、山

下和予、安井良則、多田有希、阿保満（東京都健康安

全研究センター）］ 

 

7. 麻しん報告数のＷＨＯ西太平洋事務局への報告 

 感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告数

をもとに、WHO の報告形式に適合した集計表を月毎

に作成し、WHO 西太平洋事務局に報告した。 

［島田智恵、山下和予、安井良則、多田有希、岡部信

彦］ 

 

Ⅱ．感染症発生動向調査のシステムに関する業務 

 「感染症の患者の予防及び感染症の患者に対する医

療に関する法律」に基づく、感染症発生動向調査は、

1999 年 4 月の法制定以降、厚生労働行政総合情報シス

テム（WISH）上に構築され運用されていたが、シス

テム稼動後の法改正に未対応の部分がある等の課題が

あったことから、再構築することとされた。システム

の方向性・概要については、検討するため立ち上げら

れた「発生動向調査システム開発事業評価委員会（委

員長：谷口清州）」により示された。2006 年 4 月に新

たなシステム（NESID）が稼動開始された。NESID シ

ステムでは、中央データサーバーに、感染症発生動向

調査（患者情報及び病原体検出情報）にとどまらず、

疑い症例調査支援、症候群サーベイランス、感染症流

行予測調査、インフルエンザ関連死亡、インフルエン

ザ施設別発生状況、さらに結核登録者情報に関する複

数のシステムが統合され、一元的に管理されている。 

2005 年度にはシステムの開発に当たり、具体的な技

術的支援を行ったが、2006 年度以降は、システム稼動
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後の改良点の検討を継続して行うとともに、法改正等

に伴って必要となった改修に関わっている。 

 

1. 感染症発生動向調査（患者情報）システム 

2006年4月から運用開始した感染症発生動向調査シ

ステムのうち、感染症発生動向調査（患者情報）では、

厚生労働省、システム開発会社とともに、法改正等に

よる対象疾患の追加・変更や保健所の統廃合など関連

した改修事項について、適宜対応している。また、シ

ステム稼動開始後に発生した問題点や改善すべき点

（通信速度が遅い、全国集計に時間を要する、保健所

の登録・修正を地方感染症情報センターが迅速に把握

する機能がない、届出様式に応じた入力作業ができな

いものがある、取得データの内容が不十分など）につ

いて検討し、可能な限り順次改修を行ってきた。今後

も改良すべき点、その解決方法を検討・実行していく。 

［多田有希、安井良則、島田智恵、加藤信子、冨澤伸

五、大竹由里子、前田明日香、柴田博子、谷口清州］ 

 

2. 病原体検出情報システム 

2006年5月6日に運用開始した病原体検出情報サブ

システムは、前年後に引き続きまだ不具合が発生して

いるため、逐次プログラム修正の検証を行なっている。

また、ボカウイルスなど新しく発見された病原体や型

別追加に対応するため、随時コードの追加・変更を行

って、最近の情報の収集・還元・公開を可能にしてい

る。 

［山下和予、赤塚昌江、徳永真里子、野地元子］ 

 

3. 感染症流行予測調査システム 

2006年4月から運用開始した感染症流行予測調査シ

ステムは、運用 3 年目に入り 2008 年度のデータ登録、

集計、検索など一連の作業が滞りなく行われた。しか

し、以前から各自治体より要望されている担当者の作

業時間の負担を軽減するための改善はまだ実現されて

いない。データ登録の効率化と確実性を図る改善を今

後も引き続きの課題としてシステム改善を検討してい

く。 

［北本理恵、佐藤弘、多屋馨子］ 

 

Ⅲ．感染症に関する情報収集・発信業務  

1. 各種疾患別情報および新着情報などのインター

ネットホームページへの掲載、更新、維持 

 感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時

系列グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、

定期的に更新、維持管理を行った。各種疾患別情報お

よび新着情報、およびインフルエンザ様疾患発生報告

のページについても内容を検討し、HTML ファイル等

の作成、維持管理を行った。 

［大竹由里子、前田明日香、安井良則、森兼啓太、島

田智恵、多田有希、加藤信子］ 

 

2. 海外感染症情報の収集と評価 

 WER (WHO)、MMWR (米国CDC)、Eurosurveillance 

Weekly (EU)、Health Protection Report (英国)、Health 

Protection Scotland Weekly Report (スコットランド)、

Communicable Disease Intelligence(豪州)、あるいは、そ

の他種々のウエブページ上での感染症情報を収集･評

価し、必要な情報を関係機関に提供した。 

［岡部信彦、多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛

仁、神谷元、FETP 研修生 9 期＆10 期生、浜本いつき、

菅原民枝、森兼啓太、大山卓昭、砂川富正、松井一乃、

大日康史、谷口清州、多屋馨子］ 

 

3. 感染症流行時の情報発信 

 感染症情報センターのホームページ上にはフォーカ

スのコーナーがあり、話題となる感染症や大きく流行

して国民に大きな影響を及ぼす可能性のある感染症に

ついての情報提供を行っている。2008 年度にはインフ

ルエンザのコーナーにおいて流行状況やインフルエン

ザに関する Q&A を掲載し、またインフルエンザ流行

レベルマップの更新情報を掲載した。鳥インフルエン

ザのコーナーでは、WHO のホームページに掲載され

ている情報を日本語訳して掲載し、またその他の情報

についても提供を行った。百日咳のコーナーでは、百

日咳の流行状況や 2008 年から開始した百日咳DB（デ

ータベース）を掲載し、情報の提供を行った。2007 年、

2008 年に 10 代、20 代を中心に流行した麻疹について

は、国内の流行状況に関する情報、対策のための各種

ガイドライン、Q&A 等、様々な情報の提供を行った。 

［安井良則、多田有希、島田智恵、山下和予、大竹由

里子、前田明日香、加藤信子、森兼啓太、佐藤弘、山



感染症情報センター 

本久美、多屋馨子、大日康史、菅原民江、岡部信彦］ 

 

Ⅳ．感染症流行予測調査事業に関する業務 

1. 感染症流行予測調査報告書の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部

と共同で、平成 18 年度（2006 年度）報告書を作成し

た。 

［多屋馨子、佐藤弘、山本久美、北本理恵、谷口無我、

山本明史、荒木和子、浜本いつき、新井智、岡部信彦］ 

 

2. 感染症流行予測調査結果速報の発信 

平成 20 年度感染症流行予測調査のうち、インフルエ

ンザ HI 抗体保有状況を 2008 年 11 月 28 日から 2009

年 1 月 23 日まで計 3 回、ブタの日本脳炎HI 抗体保有

状況を 2008 年 7 月 4 日から 11 月 28 日まで計 18 回、

ならびにポリオ、日本脳炎、風疹、麻疹の抗体保有状

況、予防接種状況を速報としてホームページ上に公開

した。 

［佐藤弘、多屋馨子、北本理恵、山本久美、荒木和子、

新井智、岡部信彦］ 

 

3. 感染症流行予測調査実施要領の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、平成 20

年度版を作成した。 

［多屋馨子、佐藤弘、谷口無我、山本明史、山本久美、

北本理恵、荒木和子、新井智、岡部信彦］ 

 

4. 感染症流行予測調査システムの運用 

平成18年4月に稼働した感染症流行予測調査システ

ムの各自治体におけるデータ入力のサポート、および

トラブルに対する調査、対応をおこなった。 

また、集計を迅速におこない、一部をホームページ

に公開した。 

［北本理恵、佐藤弘、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

5. 事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府

県衛生研究所、感染研関係各部との密接かつ円滑な連

携を保つための業務を行った。衛生微生物技術協議会

の関連会議として感染症流行予測調査事業担当者会議

を開催し、当該年度の調査に対する注意点や変更点な

どの説明や検査現場の声を関係者が共有化する場を設

け事務局として業務の円滑な運営を進めている。 

［多屋馨子、佐藤弘、山本久美、北本理恵、荒木和子、

新井智、岡部信彦］ 

 

Ⅴ．サーベイランス事業の支援 

院内感染対策サーベイランス事業の支援 

厚生労働省事業として行われている「院内感染対策

サーベイランス」を支援する、厚生労働科学研究費補

助金「薬剤耐性菌の発生動向のネットワークに関する

研究」（主任研究者：細菌第 2 部・荒川宜親部長）の分

担研究班：「院内感染サーベイランスにおける解析結果

の還元・提供に関する研究」および同分担研究班：「手

術部位感染症における効果的な感染症発生動向の把握

と感染症リスク因子解析に関する研究」に対して横断

的に担当し、解析結果のフィードバックに関するアン

ケート調査や、入力支援・データ提出・解析・フィー

ドバックの流れを一元的に管理できるソフトウエアの

開発に参画した。 

［森兼啓太、岡部信彦、荒川宜親（細菌第 2 部）、鈴木

里和（同）、山根一和（同）、筒井敦子（同）、小西敏郎

（NTT 東日本関東病院）、針原康（同）、キーウェアソ

リューション株式会社、清哲郎（厚生労働省医政局指

導課）］ 

 

Ⅵ．感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定 

1. 国際的な感染症対策の枠組みに係わる技術支援 

 世界保健機関により行われている国際保健規則

（IHR）の改正に関連して、その条文を技術的に検討

し、また作業部会において IHR2005 における core 

capacity requirement についての議論を行った。またバ

イオテロ対策やパンデミック対策において、G7+メキ

シコのGHSAG の会議に参加し、技術的な支援を行っ

た。また政府間調整会議で議論を行った。ASEAN+3

における新興感染症プロジェクト、あるいは GHSAG

のリスクコミュニケーション会議に参加し、国際的な

対応計画の策定に協力した。 

［砂川富正、重松美加、森兼啓太、松井珠乃、山本久

美、大日康史、夛田有希、安井良則、谷口清州、岡部

信彦］ 
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2. 生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性

関連情報収集業務 

 移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関

連材料によると考えられる感染症を、早期に把握し、

情報提供することにより、健康被害の拡大を防ぐこと

を目的とした情報収集と、そのためのシステム構築し

運用した。昨年度までに収集した評価済み情報データ

ベースの維持を行い、2008 年度の報道機関ニュースと、

各国および国際的機関の公式情報を毎日、国内外の文

献情報を定期的に収集し、生物学的製剤に関連を検討

評価し、データベースに蓄積した上で、事務局として、

生物学的製剤由来感染症評価検討委員会へ提出し、そ

の調査、対応の緊急性を評価し、感染症研究所として

科学的見知からコメントし、関係諸機関へ報告した。

既存の情報検索および蓄積・検索データベースのシス

テムの改良と、より良い検出アルゴリズム開発、言語

学的処理技術を駆使した情報選別の技術導入等に関し

ての検討を開始した。 

［谷口清州、重松美加、多屋馨子、柴田博子、岡部信

彦、渡邉治雄（副所長）］ 

 

3. 鳥インフルエンザの世界的流行汎アジア的発生

に対する情報収集とヒト流行への予防的対策 

 2003 年末からアジアで発生している鳥インフルエ

ンザ（H5N1）に関して、WHO やOIE（国際獣疫事務

局）より発信された情報を整理し、随時日本語に翻訳

し情報センターのホームページに掲出し、国民の情報

ニーズに対応した。並行して、日本で鳥インフルエン

ザからのヒトでのパンデミック発生に備えた対応計画

のための情報収集と指針作成を行った。 

［森兼啓太、砂川富正、大山卓昭、FETP 9 期＆10 期、

大竹由里子、前田明日香、谷口清州、岡部信彦］ 

 

4. インフルエンザパンデミック対策 

 アジア各国でのH5N1 亜型ウイルスの人感染を受け、

パンデミックのフェーズ 4 以降についても国家対策が

必要となり、厚生労働省の新型インフルエンザ対策行

動計画の改定とガイドラインの作成が行われた。この

過程の議論に参加し、科学的な支援を行った。また、

これに伴う感染症法上の新型インフルエンザの取り扱

いの変更などの検討について、国際情勢の情報収集と

提供、サーベイランスシステムの準備などを行った。

また、個人および一般家庭・コミュニティ・市町村、

事業者・職場などの各種の設定における指針の改定お

よび作成に、新型インフルエンザ対策専門家会議委員

として協力した。  

［安井良則、砂川富正、森兼啓太、山本久美、多屋馨

子、大日康史、神谷元、谷口清州、岡部信彦、］ 

 

5. インフルエンザパンデミック対策流行期におけ

るインフルエンザ総合対策（強化サーベイラン

ス、電話、メール問いあわせおよびウェブ情報

の提供） 

 インフルエンザのＱ＆Ａを提供した。医療従事者お

よびそれ以外からの要望がある情報も掲載した。イン

フルエンザホットライン業務を12月から3月までの平

日日中時間帯に実施した。 

［岡部信彦、谷口清州、多屋馨子、重松美加、森兼啓

太、松岡静香、夛田有希、安井良則、大山卓昭、砂川

富正、FETP 研修生 8 期＆9 期］ 

 

国際協力関係業務 

Ⅰ．国際的調査協力及び支援 

1. GHSAG に対する技術支援 

 G7 国とメキシコによる、Global Health Security 

Initiativeの技術的なWGであるGHSAGに対して、2007

年に同リスクコミュニケーションとリスクマネジメン

トのWGが発案したCBRN早期検知と早期対応のプロ

ジェクト（EAR Project）について、アジアの中の日本

の立場から議論に参加し、情報インテリジェンスに関

しての技術支援を行った。 

[重松美加、Nigel Collier（国立情報学研究所）、谷口清

州、牧野友彦（厚生労働省大臣官房厚生科学課）] 

 

2. WHO に対する技術的支援 

 WHO あるいはその地域事務所の活動に関して、

GOARN 会議、その他の国際会議へ出席やガイドライ

ンの作成、会議における議長あるいは副議長担当など、

技術的支援、貢献を行った。 

[森兼啓太、砂川富正、松井珠乃、重松美加、谷口清州、

多屋馨子、多田有希、岡部信彦] 
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3. インドネシア FETP との交流および同国におけ

るサーベイランス強化支援 

 国際医療協力研究委託事業「感染症アウトブレイク

に対する効果的な国際協力のあり方に関する研究」の

費用を用いて、2008 年 9 月より再開され、同国内外に

おいて活躍が期待されるインドネシア FETP との交流

を行った。具体的には、インドネシア大学（ジャカル

タ）およびガジャマダ大学（ヨグヤカルタ）に設置さ

れる同プログラムを訪問し、日本との比較、課題につ

いて協議した。 

[砂川富正、村上仁（国立国際医療センター）] 

 

4. JICA インドネシア鳥インフルエンザサーベイ

ランス強化プロジェクト支援 

 2008年10月から開始されたJICAによる同プロジェ

クトの先遣調査隊として、7 月にインドネシアにて調

査を行った。また、プロジェクト開始後は、インドネ

シア南スラウェシ州にて、現地に於ける支援を行った。

今後、本プロジェクトは 3 年をかけて行われることと

なり、継続的な協力を行っていく。また、平成 21 年 4

月 25 日、26 日 Indonesia, Makassar, SouthSulawesi にて

行われた新型インフルエンザアウトブレイクの演習へ

も参加した。 

[砂川富正、島田智恵、神谷元、吉田真紀子、田中好太

郎、谷口清州、岡部信彦] 

 

Ⅱ．国際研修 

海外からの来所者への感染症情報センターの活動お

よび感染症対策に関する情報提供と広報 

国立国際医療センター海外研修生、JICA 留学生、各

国保健医療および政府関係者などの来所時に、感染症

情報センターの活動、国内感染症の発生動向、国内お

よび国際連携による感染症対策の現状、予防接種、鳥

インフルエンザを含む国際感染症対策、パンデミック

対策などについての研修、病原体情報の説明、情報提

供、広報業務をおこなった。 

［岡部信彦、谷口清州、藤本嗣人、大日康史、重松美

加、森兼啓太、大山卓昭、砂川富正、山下和予、夛田

有希、多屋馨子、山本久美］ 

 

研修業務 

Ⅰ．感染症危機管理およびそれに関わる人材養成（実

地疫学専門家養成プログラム）に関する業務 

1. 全般実施状況 

FETP の実施は 10 年目となり、平成 20 年 4 月、10

期生 4 名（山岸拓也、土橋酉紀、冨岡鉄平、高橋秀明）

を迎えた。平成 21 年 3 月には 9 期生 6 名（池田雄史、

田中好太郎、掘成美、吉田眞紀子、杉下由之、土田賢

一）が研修終了した。また平成 13 年度から継続して招

聘していた長期コンサルタント Dr. John Kobayashi

（Washington University, 米国）は、本年度から短期

コンサルタントとして招聘することになった。 

 

2. 感染症集団発生事例に対する実地疫学調査協力 

平成 20 年度において、実地疫学専門家養成プログラ

ム（FETP）は、以下の感染症集団発生事例に対して、

地方自治体からの要請を受けて調査協力を行った。 

施設内呼吸器感染症集団発生事例（静岡県藤枝市） 

細菌性赤痢集団発生事例（福岡県福岡市） 

レプトスピラ症集団発生事例（沖縄県那覇市・名護市） 

施設内アシネトバクター分離症例集積事例（福岡県福 

岡市） 

 

3. 研修活動 

FETP のトレーニングの一環として、初期導入研修

前期（John Kobayashi；4 月）、初期導入研修後期（John 

Kobayashi, Chan-Hsien Chiu, & Donald Dah-Shyong Jiang; 

7-8 月）とともに、性感染症の予防と対策（Somesh 

Guputa; 12 月）、国際的なインフルエンザ・パンデミッ

ク対応（Tim Uyeki；2 月）、アフリカにおける感染症

対策（Afari： 2 月）に関するセミナーを開催した。 

 

4. 教育研修経験 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理

研修会、新型インフルエンザ対策ブロック会議での講

義、地方自治体の感染症危機管理研修会（秋田県、群

馬県、京都、沖縄県、大阪府等）での講義・討論をお

こなった。 

 

5. 感染症疫学研究 

平成20年度に研修終了した9期生が以下の長期プロ

ジェクト研究発表をおこなった。 
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同時に論文作成し、国立保健医療科学院健康危機管理

分野特別論文として提出して、公衆衛生学修士（MPH）

を所得した。 

「結核病棟および一般病棟を有する病院における、結

核病棟看護職員、一般病棟看護職員の間での、QFT を

用いた結核感染率の比較と検討」池田雄史、「小児にお

けるペニシリン中等度耐性肺炎球菌を起因菌とする急

性中耳炎の関連因子について」田中好太郎、「HIV 感

染症診療におけるパートナー健診勧奨の現状と課題」

掘成美、「調剤薬局ネットワークの構築とインフルエン

ザ・サーベイランスシステムに関する研究」吉田眞紀

子、「救急搬送サーベイランスの早期警告システムとし

ての有用性についての検討」杉下由之、「医療機関の感

染症の発生動向に関する情報の入手と活用に関する研

究」土田賢一。 

 

6. 感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患

の情報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とと

もに公衆衛生的介入を実施した。腸管出血性大腸菌感

染症サーベイランスに対する情報交換・還元、レプト

スピラ症の発生動向、性感染症の発生動向に基づいた

提言、麻疹症例増加に対する予防接種推奨、等。 

 

7. 感染症情報の還元 

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対す

る実地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出

情報（月報）、感染症週報などを通じて一般住民、公衆

衛生従事者などに還元した。また、インフルエンザ流

行時期（10 月～3 月）には、一般住民からのインフル

エンザに関する問い合わせ、公衆衛生・医療関係者か

らの予防接種対象疾患（麻疹、百日咳など）、鳥インフ

ルエンザ等に関する問い合わせ（電話・電子メールな

ど）に対応した。 

［岡部信彦、FETP 9 期＆10 期、感染症情報センター

スタッフ一同］ 

 

Ⅱ．感染症危機管理研修会 

感染症情報センターが事務局を務め、平成9年度より

定期的に実施している感染症危機管理研修会を9月18

日、19日に開催した。2008年度の事務局は、砂川富正、

大山卓昭、長壁美智子が担当した。研修内容として、

「国の危機管理体制について」「感染症法改正につい

て」「予防接種に関する政省令の変更について」「わ

が国におけるプレパンデミックワクチン開発の現状と

臨床研究」「公衆衛生対応について－自治体で検討す

べきこと－」「Phase5以降における疫学調査（試案）

とリスクコミュニケーションについて」「インフルエ

ンザの新しいワクチン（粘膜ワクチンを中心に）」「行

政検査に欠かせない病原体採取方法の一般的な原則に

ついて」「医療器具による感染リスクとその対策につ

いて」「アウトブレイク対応の実例① 大学で発生し

た百日咳に対する対応」「アウトブレイク対応の実例

② 静岡県藤枝市における肺炎集団発生事例」「アウ

トブレイク対応の実例② 秋田県における麻疹対応

（大館市事例を中心に）」「麻疹排除計画初年度の状

況」「ワクチンの考え方」「改訂国際保健規則（IHR2005）

導入の国内外における進捗状況」「国際的な感染症の

移動－最近の昆虫媒介感染症の動向を例に－」「食中

毒、特に広域事例の動向・対策について」「感染症集

団発生時の疫学調査」、感染症集団発生時の疫学調査

に関するケーススタディ演習等を行った。全国の感染

症担当部局、保健所、衛生研究所から100数十名の受講

者があった。 

［感染症情報センター一同］ 

 

Ⅲ．国立保健医療科学院による研修 

1． 国立保健医療科学院による新興再興感染症技術

研修の実施 

 国立保健医療科学院による新興再興感染症技術研修

を、平成２０年 11 月４日から 11 月２１日まで、感染

症研究所村山庁舎で行った。地方衛生研究所あるいは

保健所において細菌検査業務に従事する中級者を対象

として、細菌学の体系的な理解と新しい知識及び技術

の習得を目的としている。保健所・地方衛生研究所合

計２０名であった。本研修は感染症情報センターを初

めとして、感染研関連各部室、名古屋検疫所、東京都

安全健康研究センター、神奈川県衛生研究所、岡山県

環境保健センター、大分県衛生環境研究センター、海

事検定協会の協力を得て遂行された。 

［伊藤健一郎、木村博一］ 

 



感染症情報センター 

2. 短期研修ウイルス研修 

国立保健医療科学院による特定課程新興再興感染症

技術研修を、平成20年9月30日から10月30日まで、

国立感染症研究所村山庁舎で行った。地方衛生研究所

あるいは保健所においてウイルス検査業務に従事する

専門職員を対象として、種々のウイルスの新しい知識

及び検査技術の習得を目的としている。受講生は、地

方衛生研究所 23 名であった。本研修は感染症情報セン

ターをはじめとして、感染研関連各部室、群馬県衛生

環境研究所の協力を得て遂行された。［木村博一、伊

藤健一郎、秋山美穂、岡部信彦］ 

 

Ⅳ．その他の研修の実施 

1. 希少感染症診断技術向上事業に関する業務 

平成 20 年度は対象疾患（および病原体）として、麻

疹・風疹、アルボウイルス（チクングニヤウイルス）、

インフルエンザウイルス、アタマジラミ、リフトバレー

ウイルス、赤痢、野兎病・ブルセラ症、寄生虫症（原虫

症、アニサキス症など）、ダニ媒介性感染症（リケッチ

ア症など）が取り上げられた。また、法改正に伴う病原

体管理についても講義された 

研修会は平成 20 年 2 月、当感染研で 2 日間、全国の

地方衛生研究所の技術担当者を対象に二日間開催され、

72 地研、約 128 名が参加した。それぞれの疾患はウイ

ルス第一部、ウイルス第二部、ウイルス第三部、細菌第

一部、ウイルス第三部、寄生動物部、生物活性物質部、

昆虫医科学部、獣医科学部、感染症情報センター等の協

力により行われた。 

［藤本嗣人、松野重夫、岡部信彦、倉根一郎（ウイルス

第一部）］ 

 

2. 医師卒後研修 

国立感染症研究所で開催された医師卒後研修の一貫

として、予防接種に関して研修を行った。 

［多屋馨子］ 

 

その他 
Ⅰ．情報提供及び広報活動 

1．電話、メールによる問い合わせ業務 

予防接種、麻疹、風疹、ポリオ、人獣共通感染症、

SARS、パンデミック、インフルエンザ、鳥インフル

エンザ、下痢症ウイルス等、その他感染症に関する電

話、メールによる問い合わせに対応した。一般からの

電話相談が最も多く、特に、メディアで報道された場

合、電話問い合わせが殺到した。医療従事者、自治体、

保健所、メディア等を含めて、年間の問い合わせ件数

は、研究者 1 人あたり、電話約 500-1000 件、メール約

50-100 件である。 

［岡部信彦、谷口清州、重松美加、森兼啓太、神谷元、

夛田有希、安井良則、多屋馨子、佐藤弘、山本久美、

藤本嗣人、松野重夫、伊藤健一郎、木村博一］ 
 

2. 来所者への感染症情報センターの活動および感

染症対策に関する情報提供と広報 

 国内生徒、学生の修学旅行や社会見学などの来所時

に、感染症情報センターの活動、国内感染症の発生動

向、国内および国際連携による感染症対策の現状、

SARS を含む国際感染症対策、パンデミック対策など

についての情報提供、広報業務をおこなった。 

［岡部信彦、谷口清州、重松美加、森兼啓太、砂川富

正、中島一敏、多田有希、安井良則、多屋馨子、佐藤

弘、山本久美、藤本嗣人］ 

 

3. メディアへの対応 

 メデイアからの問い合わせに対しては、通常は情報

センター内に於いて問い合わせ内容別に担当者を決め、

取材等に依頼に応じている。 

 平成 15 年 SARS 対応時には、メデイアからの取材

依頼殺到に応じるため、１週間に１回定例として

SARS に関し、行政発表とは異なった科学的視点から

の解説、状況説明を行った。これをきっかけにメデイ

ア希望者に対して毎月１回、情報センター・メデイア

感染症情報交換会として、感染症情報の提供、解説、

意見交換を行っている。話題として、病原体検出情報

(IASR)の特集を取り上げるほか、その都度のトピック

スを取り上げている。また緊急的に伝えた方がよいと

考えられた時（例：ウエストナイル熱本邦初発症例、

鳥インフルエンザ国内発生例対応、パンデミック対策

ガイドライン解説、麻疹流行状況、百日咳流行状況、

食中毒情上、およびこれらの予防対策など）には、臨

時に開催し、コメントを出すようにしている。感染研

としての公式発表ということではなく、あくまで情報
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センターからの科学的情報提供、としている。情報提

供は主に感染症情報センター長および適時情報センタ

ースタッフとしているが、IASR 特集のように感染研

内部の担当専門者に依頼することもある。本会の登録

者は 100 社、 150 人以上となっており、Risk 

communinication の一手段として、メデイア側の協力も

得て継続、実施している。 

［岡部信彦、情報センタースタッフ一同］ 

 

Ⅱ．血清銀行に関する業務 

１． 血清の保管および血清払い出し業務 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において

収集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での

保管の承諾が得られた血清を受け入れ、保管した。平

成 20 年度に受け入れた血清は、計 3,777 であった。ま

た、血清使用申請があった場合には血清銀行委員会の

審査後払い出しを行っている。平成 20 年度は申請がな

かったため、払い出しは行わなかった。 

［多屋馨子、荒木和子、谷口無我、山本明史、佐藤弘、

山本久美、新井智、岡部信彦］ 

 

２． 職員血清の保管業務 

平成 20 年職員血清、計 474 本を受け入れ保管した。 

［佐藤弘、谷口無我、荒木和子、多屋馨子、山本久美、

新井智、岡部信彦］ 

 

Ⅲ．予防接種に関する業務 

1． 予防接種情報公開に関する業務 

(1) 感染症情報センターHP 内に日本の予防接種スケ

ジュール2008 を公開した。 

(2) 感染症情報センターHP 予防接種のページを更新

した。 

［多屋馨子、前田明日香、佐藤弘、山本久美、岡部信彦］ 

 

Ⅳ．レファレンス業務 

 アデノウイルスレファレンスセンターとして難同定

アデノウイルスの同定を行った。また、アデノウイル

ス分離用細胞を分与した。アデノウイルス検査法につ

いて検討し、地方衛生研究所の検査支援を行い、検査

法の標準化に取り組んだ。 

ノロウイルスレファレンスセンターでは 2007～

2008 年シーズンに引き続き、2008 ～2009 年シーズン

も全国の衛生研究所の協力のもとに、ＰＣＲ産物の提 

供を得て民間の会社に遺伝子解析を委託して調査を実

施した。 

［岡部信彦、藤本嗣人、松野重夫、小長谷昌未、荒木

和子、村上裕子］ 

 

Ⅴ．公的機関の委員 

新型インフルエンザ専門家会議委員 

［岡部信彦、森兼啓太、谷口清州、多屋馨子、安井良

則、大日康史、山本久美］ 

ワクチン産業ビジョン推進委員会 

［岡部信彦、大日康史］ 

ワクチン産業ビジョン推進委員会ワーキンググループ 

［多屋馨子、神谷元］ 

厚生労働省 予防接種健康被害認定部会/分科会  

［岡部信彦（委員長）、多屋馨子（委員）］ 

厚生労働省 予防接種後副反応・健康状況調査検討会委

員 

［岡部信彦、多屋馨子］ 

厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 

［多屋馨子（専門委員）］ 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構専門委員 

［多屋馨子］ 

厚生労働省 薬事・食品衛生審議会食中毒部会委員 

[谷口清州] 

 

Ⅵ．学校（大学、大学院等）における教育への参加 

以下の教育機関より、非常勤講師、客員教授などの

委嘱（併任、兼任）を受け、医学教育等への参加を積

極的に行っている。 

 

谷口清州 

・ 北海道大学大学院医学研究科非常勤講師（感染症

学） 

・ 聖母大学非常勤講師（国際保健） 

 

大山卓昭 

・ 京都大学大学院社会医学系非常勤講師（環境科学

『フィールド・エピデミオロジー』） 

・ 大阪大学大学院医学系研究科非常勤講師（国際疾
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病疫学） ・ 東京慈恵会医科大学医学部非常勤講師（微生物学

講座第一（臨床基礎医学ウイルスと感染（ワクチ

ンの基礎と応用） 
・  東京医科歯科大学医学部医学科 （公衆衛生実習） 

・  長崎大学熱帯医学研究所 （長崎大学熱帯医学 
・ お茶の水女子大非常勤講師（化学・生物総合管理

の再教育講座） 
研修課程） 

 
 

大日康史 
藤本嗣人 

・ 大阪大学医学部非常勤講師（医療経済学） 
・ 東京大学大学院発達医学教室客員研究員（アデノ

ウイルスの分子疫学） 
・ 呉大学看護学部非常勤講師（医療経済学） 

・ 大阪市立大学大学院医科学研究科非常勤講師（医

療経済学）  

木村博一 
・ 岐阜大学大学院医学研究科非常勤講師（医療経済

学） 

 

・群馬大学医学部医学科講師（ウイルス学・感染症学） 

 

Ⅶ．検査実施状況 
森兼啓太 

 
・ 国立看護大学校非常勤講師（感染管理学） 

・ 神奈川県立保健福祉大学非常勤講師（感染管理

学） 
 行政 研究 合計 

ウイルス分離同定 63 573 636 

核酸・抗原検出 0 920 920 

血 清 反 応 0 14 14 

合 計 63 1507 1570 

・ 日本赤十字看護大学非常勤講師（感染管理学） 

・ 北海道医療大学非常勤講師（感染管理学） 

・ 滋賀県立大学非常勤講師（感染管理学） 

・ 東京医療保健大学非常勤講師（感染制御学） 

 
 松井珠乃 
 ・ 東京大学大学院医学系研究科非常勤講師（公衆衛

生学） ［藤本嗣人、佐藤弘、荒木和子、多屋馨子］ 

  

多屋馨子 
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Ⅷ．研究員・研究生 

氏  名 身  分 期  間 出  身 

中村明子  

金沢 保  

押谷 仁  

西尾 治  

John M. kobayashi 

木村幹男  

 

浜本いつき  

 

山岸拓也 （FETP）

冨岡鉄平 （FETP）

土橋酉紀 （FETP）

高橋英明 （FETP）

 

五十嵐正巳  

高橋亮太  

池田雄史  

田中好太郎  

堀 成美  

吉田眞紀子  

杉下由行  

土田賢一  

徳田浩一  

山田文也  

中瀬克巳  

加來浩器  

田中 毅  

浦島充佳  

松永泰子  

藤井達也  

堀 佳美  

島田 靖  

吉田英樹  

森 伸生  

齋藤章暢  

三村敬司  

山口 亮  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

 

流動研究員  

 

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

 

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H19. 4. 1- H20. 3.31 

H19. 4. 1- H20. 3.31 

H19. 4. 1- H20. 3.31 

H19. 4. 1- H20. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

東京大学  

産業医科大学  

東北大学大学院  

元職員  

ワシントン保健局  

財団法人結核研究所  

 

ヒューマンサイエンス新興財団  

 

大和市立病院  

自衛隊中央即応集団司令部  

岡山大学大学院  

実地疫学専門家養成コース  

 

自衛隊舞鶴病院  

厚生労働省結核感染症課  

 (独 )国立病院機構南京都病院  

日本赤十字社医療センター  

都立駒込病院  

市立堺病院  

東京都福祉保健局  

横浜市港南福祉保健センター  

鹿児島大学医学部  

埼玉県衛生研究所  

岡山市保健所  

東北大学大学院  

福岡保健所  

東京慈恵会医科大学  

元職員  

三宿病院・自衛隊中央病院  

医療法人済恵会須藤病院  

日本医科大学救急医学講座  

大阪市保健所  

関西医科大学小児科  

埼玉県衛生研究所  

陸上自衛隊衛生学校  

北海道庁石狩保健福祉事務所  
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森山和郎  

鈴木葉子  

松舘宏樹  

森下高行  

松崎充宏  

宗村徹也  

飯田真里子  

太田正樹  

神垣太郎  

小林幹子  

登坂直規  

阿保 満  

鷲見 宏  

鈴木智之  

愛木智香子  

宮城裕人  

井内田科子  

Nguyen Minh 

村上裕子  

岡崎 薫  

赤尾寿美子  

神谷 元  

小長谷 昌未  

橋本 和宏  

榎本美貴  

有田知子  

吉田昌功  

牧 隆之  

川端利信  

柏原 茂  

小田興志郎  

成松浩志  

高木雅之  

Bi Zhenwang 

Wu Xuehong 

井上浩利  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

研究生  

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.9 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H20. 11.20 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 4. 1- H21. 3.31 

H20. 9. 29- H21. 10.10 

H20. 9. 18- H21. 8.31 

H20. 7. 14- H20. 7.26

H20. 9. 1- H20. 9.13 

 

大阪府健康づくり感染症課  

東京女子医科大学東医療センター

岩手県環境保健研究センター  

愛知県食品衛生検査所  

(社 )日本海事検定協会  

横浜市食肉衛生検査所  

東京医科歯科大学大学院  

財団法人結核研究所  

東北大学大学院  

東北大学先進医工学研究機構  

東京医科歯科大学  

東京都福祉保健局健康安全室  

兵庫県西播磨県民局  

群馬県衛生環境研究所  

(財 )日本冷凍食品検査協会  

聖マリア病院  

内閣府大臣官房国際課  

東京大学、ﾍﾞﾄﾅﾑ国立衛生疫学研究所

獣医師  

東京都立八王子小児病院  

マニハ食品 (株 ) 

エモリー大学大学院  

トラスト (株 ) 

トラスト (株 ) 

兵庫県健康環境科学研究センター

(独 )日本スポーツ振興ｾﾝﾀｰ 

防衛省  

防衛省  

防衛省  

防衛省  

防衛省  

大分県衛生環境研究センター  

防衛省  

山東省疾病予防控制中心伝染病防制所 

広州市疾病予防ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰ 

福岡大学医学部  
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16) Yoshida, M. et al.： A Study of Influenza Surveillance 

using prescription information for anti-influenza 

medicines, Sakai, Osaka, Japan, 2006-7. TEPHINET 

Global Scientific Conference, Kuala Lumpur, 

Malaysia, 2008. 11. 

17) Hori, N. et al.： Baseline survey of physicians’ 

practices and attitudes to recommend partner HIV 

testing, Japan, 2007. TEPHINET Global Scientific 

Conference, Kuala Lumpur, Malaysia, 2008. 11. 

18) Sumibcay, L., Arai, S., Song, J. W., Bennett, S. N., 

Truong, T. T., Truong, N. U., Nerurkar, V. R., Cook, J., 

Yanagihara, R.: Discovery of Genetically Distinct 

Hantaviruses Harbored by Shrews in Eurasia and 

North America. American Society for Microbiology. 

Boston, USA. June 1-5, 2008. 
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Hope, A. G., Cook, J., Jin-Won Song. : Emerging 

concepts about the evolutionary origins of 

hantaviruses. 7th Louis Pasteur Conference on 
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Sumibcay, L., Kang, H. J., Hope, A. G., Nerurkar, V. 

R., Cook. J. A. : Opportunistic Observations about the 

Evolutionary Origins of Hantaviruses. 42nd Joint 

Working Conference on Viral Diseases and Satellite 

Meeting. US-Japan meeting. May 26 – 28, 2008. 

Nagasaki Japan. 

21) Arai, S., Bennett, S. N., Sumibcay, L., Cook, J., Vivek 

R. Nerurkar2, Yanagihara, R. : Phylogeography of 

Camp Ripley Virus, a Newly Identified Hantavirus 

Harbored by the Northern Short-tailed Shrew (Blarina 
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22) Arai, S., Sumibcay, L., Cook, J., Hope, A. G., and 

Yanagihara, R.: Lena River virus, a newfound 
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26) Watanabe-Murakami, Y., Matsuno, S., Okabe, N. : 

Food-Borne Viral Infectious Disease: Genetic 

Characterization of Norovirus from Oysters, Marine 

Plankton and Humans, National Institute of Infectious 
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Chemotherapy and Infectious Diseases. Prize: 

Western Pacific Society of Chemotherapy Young 

Investigator Award Taipei International Convention 
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２．国内学会 

1) 谷口清州：感染症と危機管理について（講演）．

第11回日本臨床救急医学会総会．東京, 2008.6. 

2) 谷口清州：感染症だより（講演）．日本小児科学

会東京地方会．東京, 2008.7. 

3) 谷口清州：新興・再興ウイルス症の脅威（講演）．

第３回動物由来感染症フォーラム．東京, 

2008.7. 

4) 谷口清州：トラベルワクチンの接種経験（講演）．

第 12 回日本渡航医学会総会．岡山県岡山市, 

2008.7. 

5) 谷口清州：病児保育における感染対策（講演）．

第18 回全国病児保育研究大会．四日市, 2008.7. 

6) 谷口清州：新型インフルエンザの現状と対策（講

演）．第10回日本災害看護学会．大分県別府市, 

2008.8. 

7) 谷口清州：国際保健規則（講演）．第8回人と動

物の共通感染症研究会．東京, 2008.11. 

8) 谷口清州：感染症便り（講演）．日本小児科学会

東京地方会．東京, 2008.12. 

9) 谷口清州：感染症便り（講演）．日本小児科学会

東京地方会．東京, 2009.2. 

10) 谷口清州：感染症便り（講演）．日本小児科学会

東京地方会．東京, 2009.3. 

11) 神谷元、中野貴司、井上正和、神谷敏也、井戸正

流、神谷齊：三重県下２病院におけるロタウイル

ス感染による急性胃腸炎の５歳未満児入院例の

調査結果. 第12回日本ワクチン学会. 熊本県熊

本市, 2008.11. 

12) 森兼啓太：MRSA の積極的監視培養とその結果に

基づく隔離がMRSA保菌・感染率に及ぼす影響（講

演）. 大磯フォーラム. 東京, 2008.4. 

13) 森兼啓太：新型インフルエンザにどう備えるか

（講演）. 第51回鳥取県公衆衛生学会. 鳥取県

米子市, 2008.7.  

14) 森兼啓太：新型インフルエンザへの対応－準備は

できていますか（講演）. 第11回札幌感染管理

研究会. 北海道札幌市, 2008.7.  

15) 森兼啓太：高齢者施設での感染症とその予防・対

策（講演）. 島根県介護老人保健施設研究大会. 

島根県松江市, 2008.7.  

16) 森兼啓太：鳥インフルエンザの脅威（講演）. 第

11 回鳥取県中部院内感染防止研究会. 鳥取県倉

敷市, 2008.7.  

17) 森兼啓太：院内感染アップトゥーデート（研修講

演）. 第6回日本医療マネジメント学会高知県地

方会. 高知県高知市, 2008.8.  

18) 森兼啓太：サーベイランス：基礎から応用まで（講

演）. 第8回院内感染防止対策に関する講演会. 

鹿児島県鹿児島市, 2008.8.  

19) 森兼啓太：新型インフルエンザ～準備はできてい

ますか？（講演）. 第 3 回西多摩 Infection 

Control Forum. 東京都八王子市, 2008.9.  

20) 森兼啓太：手術部位感染に関する最新情報（講演）. 

第30回日本手術医学会. 東京, 2008.9.  

21) 森兼啓太：手術部位感染対策アップデート（講演）. 

第 7 回 EBIC ワークショップ. 神奈川県, 

2008.10.  

22) 森兼啓太、渡辺都貴子、高野八百子、針原康、小

西敏郎：手術部位感染サーベイランスにおけるデ

ータ収集項目に対するリスク因子としての評価. 

第 21 回日本外科感染症学会. 北海道札幌市, 

2008.11.  

23) 森兼啓太：手術部位感染対策アップデート（特別

講演）. 第7回上越Infection Controlフォーラ

ム. 新潟県上越市, 2008.11. 

24) 森兼啓太：今なぜMRSAなのか？その現状、感染

対策、治療（特別講演）. 第2回長崎感染症リス

クマネジメント研究会. 長崎県長崎市, 

2008.12.  

25) 森兼啓太、谷口弘美、上野一枝、宮田貴紀、前多
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香、家入裕子、高橋陽一、大澤忠、高橋由美子、

藤木くに子、細田清美、北村真理、操華子、崎浜

智子、印田宏子：透析関連感染サーベイランスシ

ステムの構築. 第24回日本環境感染学会. 神奈

川県横浜市, 2009.2.  

26) 森兼啓太：透析施設における血液媒介感染とその

伝播防止: C型肝炎を中心に（シンポジウム）. 第

24 回日本環境感染学会. 神奈川県横浜市, 

2009.2.  

27) 森兼啓太：積極的監視培養とその結果による接触

予防策の有効性に関する文献的考察（シンポジウ

ム）. 第24回日本環境感染学会. 神奈川県横浜

市, 2009.2.  

28) 森兼啓太：諸外国における医療関連感染対策の現

状（講演）. 第7回東海院内感染対策フォーラム. 

愛知県名古屋市, 2009.3.  

29) 松井珠乃、佐藤弘、岡部信彦、安藤秀二、岸本寿

男、山本正悟：宮崎県の内科標榜医療機関を対象

としたつつが虫病・日本紅斑熱サーベイランスの

認知度および診断・報告の現状. 第82本感染症

学会総会. 島根県松江市, 2008.4. 

30) 松井珠乃：院内感染、アウトブレイク発生時の

FETPの活動（講演）. 第24本環境感染学会総会

ベーシックレクチャー, 神奈川県横浜市, 

2009.2. 

31) 熊谷則道, 橋本迪子, 重松美加, 飯田真里子, 

伊藤健一郎：海外渡航下痢症患者から分離された

大腸菌の病原性関連遺伝子保有状況. 第82回日

本感染症学会総会. 島根県松江市, 2008.4. 

32) 重松美加, 安藤秀二：病原体取扱に際してのバイ

オセーフティとその国際的な潮流. 第 3 回日本

臨床検査学教育学会学術大会. 福岡県福岡市, 

2008. 8. 

33) 堀成美, 多田有希：若年層におけるHIV感染症の

動向. 第 27 回日本思春期学会. 千葉県千葉, 

2008.8. 

34) 菅原民枝、大日康史、多屋馨子、多田有希、安井

良則、砂川富正、山本(上野)久美、町田和彦、臼

井恒夫、扇原淳、小野充一、谷口清洲、岡部信彦：

麻疹流行による大学休講期間中の大学生行動の

タイムスタディの検討、第82回感染症学会総会. 

島根県松江市, 2008.4. 

35) 大日康史,菅原民枝, 谷口清州、岡部信彦：救急

車搬送おける症候群サーベイランスの稼動と実

用化評価、第82回感染症学会総会. 島根県松江

市, 2008.4. 

36) 児玉和夫、杉浦弘明、杉浦弘明、堀江卓史、菊池

清、大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦：

症候群サーベイランスによる感染症流行の早期

探知システムの地域での実用化と対応、第82回

感染症学会総会. 島根県松江市, 2008.4. 

37) 杉浦弘明、大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部

信彦：学校欠席者群サーベイランスの構築、第

82回感染症学会総会. 島根県松江市, 2008.4. 

38) 菊池清、大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信

彦：院内感染対策としての症候群サーベイランス

の早期探知の評価と高齢者施設での応用、第 82

回感染症学会総会. 島根県松江市, 2008.4. 

39) 大日康史、菅原民枝：ムコ多糖症における費用対

効果分析, 第35回マススクリーニング学会. 島

根県、2008. 8. 

40) 大日康史、菅原民枝：予防接種のもたらす費用対

効果分析ー水痘予防接種に対する公費補助制度

の政策評価に焦点を当ててー. 第 15 回ヘルペ

ス感染症フォーラム. 北海道札幌市. 2008. 8. 

41) 大日康史、山口亮、杉浦弘明、菅原民枝、吉田眞

紀子、島田智恵、堀成美、杉下由行、安井良則、

砂川富正、松井珠乃、谷口清州、多田有希、多屋

馨子、今村知明、岡部信彦：2008 北海道洞爺湖

サミットにおける症候群サーベイランス、第 57

回日本感染症学会東日本地方会学術集会. 埼玉

県さいたま市, 2008. 10. 

42) 菅原民枝、大日康史、谷口清州、岡部信彦：新型

インフルエンザ流行時における受療行動の選択

と発熱外来設置の検討. 第57回日本感染症学会

東日本地方会学術集会. 埼玉県さいたま市, 

2008. 10. 

43) 大日康史、杉浦弘明、菅原民枝他：インターネッ

トアンケート調査による新しい症候群サーベイ

ランスの構築と洞爺湖サミットでの運用. 第 28

回 医療情報学連合大会（第9回 日本医療情報学

会学術大会）. 神奈川県横浜市, 2008. 11. 
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44) 大日康史、菅原民枝、島内康宏、尾崎貴視、谷口

泰紀、三野正博、香川嘉宏：水痘予防接種に対す

る公費補助制度の政策評価. 第12回ワクチン学

会. 熊本県熊本市, 2008. 11. 

45) 菅原民枝、大日康史、多屋馨子、山本久美、佐藤

弘、安井良則、岡部信彦：百日咳発生データベー

スの構築と運用. 第12回ワクチン学会. 熊本県

熊本市, 2008. 11. 

46) 菅原民枝、大日康史、杉浦弘明、谷口清州、岡部

信彦、今村知明：学校欠席者症候群サーベイラン

スの構築. 第67回公衆衛生学会. 福岡県福岡市, 

2008. 11. 

47) 大日康史、杉浦弘明他：インターネットアンケー

ト調査による新しい症候群サーベイランスの構

築と洞爺湖サミットでの運用. 日本医療情報学

会. 神奈川県横浜市, 2008. 11. 

48) 大日康史、菅原民枝：院外処方箋情報を用いた感

染症監視システム（基調講演）. 日本薬局協会大

会.  2008. 8. 

49) 大日康史：新型インフルエンザ拡大伝播モデルシ

ミュレーション：全国版 -首都圏で患者一例目

が発生したらどのように全国に拡大していくか-. 

第4回GISコミュニティフォーラム in 大阪. 大

阪府大阪市, 2008. 5. 

50) 大日康史：新型インフルエンザ拡大伝播モデルシ

ミュレーション：全国版 -首都圏で患者一例目

が発生したらどのように全国に拡大していくか-.

第4回GISコミュニティフォーラム in 福岡. 福

岡県福岡市, 2008. 5. 

51) 大日康史：新型インフルエンザ拡大伝播モデルシ

ミュレーション：全国版 -首都圏で患者一例目

が発生したらどのように全国に拡大していくか-.

第4回GISコミュニティフォーラム in 北海道. 

2008. 6. 

52) 菅原民枝：新型インフルエンザ拡大伝播モデルシ

ミュレーション：全国版 -首都圏で患者一例目

が発生したらどのように全国に拡大していくか-.

第4回GISコミュニティフォーラム in つくば. 

茨城県つくば市, 2008. 5. 

53) 多田有希： シンポジウム「STD サーベイランス

を考える－サーベイランスから実態をどこまで

把握できるか－」（梅毒）.日本性感染症学会第

21回学術大会.東京都.2008.12. 

54) 多田有希： シンポジウム「梅毒血清反応の問題

点」感染症法に基づく梅毒発生届けにおける問題

点.日本性感染症学会第 21 回学術大会.東京

都.2008.12. 

55) 安井良則： シンポジウムⅡ成人ワクチン「麻疹」．

第12回日本ワクチン学会学術集会．熊本県熊本

市. 2008.11. 

56) 安井良則： 最近の百日咳の感染症発生動向調査

結果について．第40回日本小児感染症学会学術

集会．神奈川県横浜市. 2008.11 

57) 安井良則： 保育園における感染症の現状と衛生

管理・対策．全国保育園保健研究大会．2009.1. 

58) 島田智恵： 海外渡航者の鳥インフルエンザに関

する知識について 第 12 回日本渡航医学会学術

集会. 岡山県岡山市. 2008.7. 

59) 杉下由行, 多田有希, 砂川富正, 島田智恵, 齊

藤剛仁, 岡部信彦: 2007 年における腸管出血性

大腸菌感染症HUS症例の発生状況. 第67回日本

公衆衛生学会総会. 福岡県福岡市, 2008.11. 

60) 多屋馨子： シンポジウム・施設内感染防止対策

としての予防接種を考える その問題点と対応 

麻疹、風疹、ムンプス、水痘ワクチン．第24回

日本環境感染学会．神奈川県横浜市．2009．2． 

61) 多屋馨子： プレコングレス「医療安全」周産期

からのウイルス感染予防．第27回日本周産期・

新生児医学会周産期学シンポジウム．福島県郡山

市．2009．1． 

62) 多屋馨子： シンポジウム2【テーマ:これからの

予防接種はどうなるか】予防接種体制の目まぐる

しい変遷．第40回日本小児感染症学会総会・学

術集会．愛知県名古屋市．2008．11． 

63) 多屋馨子： 学校での麻しん対策の実際．第 55

回日本学校保健学会．名古屋市．2008．11． 

64) 多屋馨子： シンポジウム・保育園での感染症と

その対策 保育園で推奨される予防接種．第 14

回日本保育園保健学会．東京都千代田区．2008．

10． 
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65) 多屋馨子： 2012年までに麻疹をゼロに！．第55

回日本小児保健学会．北海道札幌市．2008．9． 

66) 多屋馨子： わかりやすいワクチンの話－母親で

もある小児科医からお母さんへ－．第18回日本
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67) 多屋馨子： Common Disease の最新知見 成人・
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者における検査室診断の結果について．第82回
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信彦、感染症流行予測調査事業担当者グループ：

わが国における麻疹および風疹に対する抗体保有

状況（2007年度感染症流行予測調査事業より）．第

12回日本ワクチン学会．熊本県熊本市．2008．11． 
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84) 新井 智, 大舘智志, 浅川満彦, 有川二郎, 

Gabor Mocz, 岡部信彦, Richard Yanagihara: 

Newfound Hantavirus Sequences in the Japanese 

Shrew Mole (Urotrichus talpoides). 第56回日
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良則、西藤なるを、砂川富正、岡部信彦：「麻疹

発生データベース」における麻疹症例報告状況と 

麻疹対策に果たした役割．第82回日本感染症学
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87) 山本久美、多屋馨子、岡部信彦：関東地域に所在
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49回日本臨床ウイルス学会．愛知県犬山市．2008．
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88) 山本久美、多屋馨子、島田智恵、岡部信彦：2007
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93) 村上裕子、松野重夫、岡部信彦： 急性胃腸炎患
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ルス遺伝子型の比較．第56回日本ウイルス学会

学術集会. 岡山県岡山市．2008．10． 

94) 飯田真里子、鈴木理恵子、磯部順子、勢戸和子、

河野喜美子、成松浩志、伊藤健一郎、岡部信彦、
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症学会総会、島根県松江市、2008．4． 

95) 泉谷秀昌、多田有希、伊藤健一郎、寺島淳、渡邊
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1) 感染症情報センター： 高病原性鳥インフルエン

ザ. WHO 更新情報, 2008.4-2009.3. 

[http://idsc.nih.go.jp/disease/avian_influenza/toriinf-w

houp03.html] 

2) 感染症情報センター： 高病原性鳥インフルエン
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3) 感染症情報センター： トリインフルエンザの分

布図, 2008.4-2009.3.  

http://idsc.nih.go.jp/disease/avian_influenza/toriinf-ma

p01.html  

4) 感染症情報センター： インフルエンザＱ＆Ａ「一

般向け」・「医療従事者向け」. （平成 20 年 1 月

改訂） 

[http:/idsc.nih.go.jp/disease/influenza/fluQA/index.ht

ml] 

5) 佐藤 弘、北本理恵、山本久美、新井 智、多屋

馨子：ブタの日本脳炎 HI 抗体保有状況（速報）．

第 1 報：2008.7.4－第 18 報：2008.11.28． 

[http://idsc.nih.go.jp/yosoku/JE/JEmenu-sw.html] 

6) 佐藤 弘、北本理恵、多屋馨子：流行シーズン前

インフルエンザ HI 抗体保有状況（速報）．第 1

報：2008.11.28－第 3 報：2009.1.23． 

[http://idsc.nih.go.jp/yosoku/Flumenu.html] 

7) 佐藤 弘、北本理恵、山本久美、新井 智、多屋

馨子：ポリオ、日本脳炎、風疹、麻疹の抗体保有

状況、予防接種状況． 

[http://idsc.nih.go.jp/yosoku/index.html] 

8) 前田明日香, 多屋馨子, 佐藤 弘, 山本久美,岡部
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信彦： 日本の定期/任意予防接種スケジュール

（2008.4.1 以降）.  

[http://idsc.nih.go.jp/vaccine/dschedule/Imm08JP.gif] 

9) 前田明日香, 多屋馨子, 山本久美, 岡部信彦： 麻

疹・風疹ワクチンキャンペーンポスター.  

[http：//idsc.nih.go.jp/vaccine/cpn07/2008vaccine- 

poster.pdf] 

10) 多屋馨子、山本久美、砂川富正、安井良則、多田

有希、松井珠乃、島田智恵、岡部信彦：医療機関

で の 麻 疹 対 応 に つ い て ( 第 二 版 ) 

[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/guideline/hospita

l_ver2.pdf] 

11) 多屋馨子、山本久美、安井良則、砂川富正、岡部

信彦：国立感染症研究所感染症情報センター作成、

文部科学省・厚生労働省監修、学校における麻し

ん 対 策 ガ イ ド ラ イ ン

[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/guideline/hospita

l_ver2.pdf] 

12) 砂川富正、山本久美、安井良則、多田有希、島田

智恵、松井珠乃、多屋馨子、谷口清州、岡部信彦：

国立感染症研究所感染症情報センター、厚生労働

省結核感染症課： 都道府県における麻しん対策

会 議 の ガ イ ド ラ イ ン

[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/guideline/prefect

ure_200805.pdf] 

13) 安井良則、砂川富正、山本久美、島田智恵、多屋

馨子、多田有希、谷口清州、岡部信彦：国立感染

症研究所感染症情報センター： 麻しん排除に向

けた積極的疫学調査ガイドライン第二版 . 

[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/guideline/active_

ver2.pdf] 

14) 多田有希、島田智恵、安井良則、山本久美、多屋

馨子、谷口清州、山下和予、岡部信彦：国立感染

症研究所感染症情報センター： 医師における麻

し ん 届 出 ガ イ ド ラ イ ン 第 二 版

[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/guideline/doctor

_ver2.pdf.] 

15) 砂川富正、多屋馨子、多田有希、安井良則、山本

久美、岡部信彦：国立感染症研究所感染症情報セ

ンター・厚生労働省結核感染症課： ブロック会

議 関 連 資 料

等 .[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/bloc/measles

Bloc.html] 

16) 山本久美、多屋馨子、佐藤弘、山本明史、岡部信

彦： 麻疹教育啓発ビデオ「はしかから身を守る

た め に 」 (DVD, 動 画 ) 

[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/Video/measlesVi

deo.html] 

17) 山本明史、山本久美、多屋馨子、岡部信彦： 麻

疹排除ロゴマーク(日本語版、英語版). http：

//idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html 

18) 山本明史、山本久美、多屋馨子、岡部信彦： 麻

疹排除に向けての標語「はしかにならない！はし

か に さ せ な い ! 」

[http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html] 

19) 多屋馨子、岡部信彦、高崎智彦、倉根一郎、厚生

労 働 省 結 核 感 染 症 課 ： 日 本 脳 炎

Q&A[http://idsc.nih.go.jp/disease/JEncephalitis/QAJE

.html] 
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